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特集　特定保健指導で脱メタボ

特定健診の目的
　 　メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）
の該当者や予備群を特定健診で見つけ、改善のた
めの指導をすることによって生死に関わる深刻な
疾患を予防することを目的としています。
メ タボリックシンドロームとは
　 　生活習慣病は、内臓のまわりに蓄積した脂肪（内
臓脂肪）が大きくかかわることがわかってきまし
た。内臓脂肪型の肥満に加えて、高血糖、高血圧、
脂質異常のうち 2つ以上をあわせもった状態を、
メタボリックシンドロームといいます。
　 　日本人の三大死因は、がん、心臓病、脳卒中で
すが、そのうち心臓病と脳卒中は、動脈硬化が原
因となる病気です。 メタボリックシンドロームに
なると、動脈硬化
が進行しやすくな
ると言われていま
す。

国民健康保険に加入している人の場合
対 　象　22 年度中に 40～ 74 歳になる人で、かつ
22 年度の 1年間を通して、国民健康保険に加入
している人が対象です。年度途中での脱退など異
動のあった人は、特定健診の対象から外れます。

※ 対象者には 4月末に受診券を送ります。 受診券の
有効期限は 23年 3月末までです。

受診回数　年１回
受診費用　500円
検 査項目　問診、腹囲測定、BMI（肥満度）測定、
血圧測定、糖尿病検査、肝機能検査、尿蛋白・尿
糖検査、血中脂質検査、診察

※ 人間ドックの結果を証明す
る書類を提出すれば、特定健
診を受けたものとみなされま
す。

※ 国民健康保険以外の人は、ご
加入の健保組合にお問い合わ
せください

特定健診は
早期受診が肝心

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
早
期
発

見
・
改
善
に
よ
り
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
交
野
市
に

お
け
る
受
診
率
は
、
20
年
度
で

20
・
３
％
（
１
万
２
２
７
１
人

中
２
４
８
５
人
）
と
府
内
の
市
町

村
で
も
低
い
数
値
で
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
は
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ

し
、
あ
る
日
突
然
、
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
と
い
っ
た
重
篤
な
病
気

を
招
く
こ
と
が
あ
る
た
め
、
早
期

受
診
・
発
見
が
肝
心
で
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
診
で
は
、
結
果

か
ら
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要

な
人
に
対
し
て
、
特
定
保
健
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
、

脱
メ
タ
ボ
を
目
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

問 
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険

課（
℡
８
９
２
・
０
１
２
１
）

特定健診を受けましょう

生
活
習
慣
病
は

あ
る
日
突
然
に
！

内臓脂肪 皮下脂肪

筋肉
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特定保健指導（無料）

問 い合わせ　健康増進課（℡   893・6405）
　20 年度から始まった特定保健指導は、特
定健診を受けた結果、メタボ予備群・メタボ
該当者となった人に対して、保健師・管理栄
養士が半年間メタボ脱却のお手伝いを行って
います。
　生活パターンに合わせて、個別訪問と、教
室参加が選択できます。国民健康保険課から特定保健指導の利用
券が送られた人は、まず健康増進課にお問い合わせください。

特定健診を受診

保健指導必要なし保健指導必要

特定保健指導でスリムな体に

　20年度は 132 人が特定保健指導
を受けました。その結果…
腹囲は
約 80％（104 人）が減少
約 50％（63 人）が 3㌢以上減少
体重は
約 70％（89 人）が減量
約 25％（32 人）が 3㌔以上減量

  

保
健
指
導
を
受
け
て
も
、
や
せ

る
こ
と
は
私
に
は
無
理
だ
ろ
う
と

半
分
あ
き
ら
め
て
い
ま
し
た
。
い

ざ
保
健
指
導
を
受
け
る
と
、
自
分

で
目
標
を
設
定
し
た
り
、
計
画
的

に
や
せ
ら
れ
る
資
料
な
ど
が
渡
さ

れ
、
私
に
も
で
き
る
か
も
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

甘
い
も
の
、
油
も
の
を
控

え
、
１
日
１
万
歩
を
目
標
に
、
市

の
イ
ベ
ン
ト
「
星
の
ま
ち
歩ぽ

く
歩ぽ

く
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
な
ど
に
も
参
加
し
た

と
こ
ろ
、
少
し
ず
つ
効
果
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

保
健
指
導
で
、
や
せ
る
き
っ
か

け
が
で
き
、
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
保
健
指
導
を
受
け
る
か
ど

う
か
迷
わ
れ
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ

受
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。　

私
に
も
で
き
ま
し
た

内
田　

智
子
さ
ん
（
星
田
）

  

せ
っ
か
く
講
習
を
受
け
る
の
だ

か
ら
と
、
目
標
を
低
く
設
定
し
た

と
こ
ろ
、
長
く
続
け
る
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
や
詩

吟
の
練
習
時
間
を
増
や
し
た
り
、

犬
の
散
歩
ル
ー
ト
を
増
や
す
な

ど
、
楽
し
ん
で
続
け
て
い
ま
す
。

　

お
酒
を
飲
め
る
日
は
必
ず
飲
ん

で
し
ま
う
た
め
、
車
で
出
か
け
た

り
し
て
、
無
理
を
せ
ず
お
酒
が
飲

め
な
い
日
を
作
っ
て
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
会
う
友
人
か
ら
、

ス
マ
ー
ト
に
な
っ
た
ね
と
言
わ

れ
る
の
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す

し
、
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

継
続
す
る
秘
訣
は
、
無
理
を
せ

ず
で
き
る
範
囲
で
計
画
を
立
て
る

こ
と
で
す
ね
。

無
理
せ
ず
脱
メ
タ
ボ

柴
坂　

弘
機
さ
ん
（
私
部
西
）

特定保健指導を受けてみて（受診者の感想）

利用券を送付

　特定健診を受診しないと…

国保保険料に影響が　

　特定健診を受けなかったからといって、

その人に罰則があるわけではありません。

しかし、特定健診・特定保健指導の実施者

である医療保険者ごとに特定健診受診率目

標（国保は 24年度に 65％）が定められて

おり、目標達成度に応じて、後期高齢者医

療制度への支援金が 25年度から加算・減

額される見込みです。

　また、健診を受けないことで、生活習慣

病になる人が増えれば、将来的には医療費

増加に伴う保険料のアップ、さらには国民

皆保険制度の運営にも影響が出るおそれが

あります。特定健診対象者は、毎年必ず受

診しましょう。

腹囲　－７㌢
体重　－ 7.4 ㌔
22 年 1月現在

（開始から約半年）

腹囲　－ 6㌢
体重　－ 6.5 ㌔
22 年 3月現在

（開始から約 1年）

歩く歩くＤＡＹの様子

3～ 5㌢未満減少

5㌢以上減少

3㌢未満減少

3～ 5㌔未満減少

3㌔未満減少

5㌔以上減少

特定保健指導の最終結果（対象：132 人）
　　　　　　　　　　21年 12月 3日現在

％

30.3％

17.4％

31.1％

▼

13.6％

▼

10.6％

43.1％

腹囲の変化 体重の変化
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市政のうごき

問い合わせ　市長公室秘書担当（℡  892・0121）

▽
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修

　

 　

グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

事
業
を
活
用
し
、
ゆ
う
ゆ
う
セ

ン
タ
ー
に
太
陽
光
発
電
を
設
置

し
、
蛍
光
灯
に
高
機
能
反
射
板

を
取
り
付
け
る
な
ど
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
改
修
を
実
施
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、（
仮
称
）
環
境
基
本
計

画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

▽
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備

　

 　

21
年
度
に
策
定
し
た
「
新
ご

み
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画
」

を
も
と
に
、
周
辺
環
境
に
与
え

る
負
担
低
減
、
安
全
性
・
安
定

性
、
周
辺
地
域
と
の
融
和
な
ど

を
図
る
た
め
、
建
設
予
定
地
で

の
環
境
影
響
評
価
の
現
地
調

査
や
都
市
計
画
決
定
の
手
続
き

を
進
め
、
28
年
度
の
施
設
稼
働

に
向
け
て
事
業
推
進
を
図
り
ま

す
。

ま
す
。

　

 　

ま
た
、
治
水
・
浸
水
対
策
事

業
に
つ
い
て
は
、
事
業
計
画
を

策
定
し
、
河
川
・
水
路
の
改
修

な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
防
止
策

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

▽ 

自
主
防
災
組
織
連
絡
協
議
会
を

設
立

　

 　

自
主
防
災
組
織
の
活
性
化
を

図
り
、
組
織
間
相
互
の
連
携
を

深
め
る
と
と
も
に
、
組
織
未
結

成
地
区
に
、
組
織
化
を
働
き
か

け
ま
す
。

▽
消
防
救
急
体
制
の
充
実

　

 　

マ
ン
パ
ワ
ー
の
低
下
が
起
こ

ら
な
い
よ
う
、
職
員
数
を
条
例

定
数
の
73
人
に
す
る
た
め
、
職

員
採
用
を
実
施
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
・
Ｐ
Ｍ
法
に

対
応
す
る
た
め
、
私
部
分
団
の

ポ
ン
プ
車
を
更
新
車
両
と
し
て

購
入
予
定
で
す
。

▽
発
信
地
表
示
シ
ス
テ
ム
の
構
築

　

 　

国
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
認

可
が
下
り
、
Ｉ
Ｐ
・
携
帯
電
話

に
よ
る
１
１
９
番
通
報
で
も
、

発
信
地
を
表
示
し
、
災
害
現
場

の
特
定
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

▽ 

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
講
習
会
の

開
催

　
 　

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
を
使
用
し
た
、
普
通
救

命
講
習
や
救
急
法
の
講
習
会
を

積
極
的
に
開
催
し
、
救
命
率
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

▽ 

大
阪
市
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー

「
＃
７
１
１
９
」事
業
へ
参
画

　

 　

消
防
と
医
療
が
連
携
し
、
症

状
の
緊
急
性
や
救
急
車
の
要
否

に
つ
い
て
、
24
時
間
・
３
６
５

日
体
制
で
相
談
員
や
看
護
師
・

医
師
が
適
切
な
助
言
を
行
う
、

大
阪
市
緊
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事

業
へ
参
画
し
ま
す
。

▽ 

新
警
察
署
の
建
設
に
協
力

　

 　

造
成
な
ど
建
設
に
向
け
た
具

体
的
な
工
事
に
着
手
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
24

年
度
中
の
開
署
に
向
け
積
極
的

な
協
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

▽
第
二
京
阪
道
路
の
環
境
監
視

　

 　

新
た
に
設
置
さ
れ
る
２
つ
の

環
境
監
視
施
設
で
の
監
視
に
加

え
、
市
独
自
の
補
足
調
査
も
織

り
交
ぜ
て
い
き
ま
す
。

「きらりと光る素敵なまち」へ
～22年度施政方針の要旨～

　

３
月
１
日
（
月
）
に
22
年
第
１

回
議
会
定
例
会
が
開
会
さ
れ
、
冒

頭
、
中
田
市
長
が
新
年
度
に
臨
む

施
政
方
針
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

中
央
集
権
か
ら
地
域
主
権
に
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
る
中
、「
夢
あ
る

明
日
の
交
野
」
の
実
現
に
向
け
た

施
政
方
針
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま

す
。

▽
ゲ
リ
ラ
豪
雨
対
策

　

 　

降
雨
範
囲
や
時
間
を
予
測
し

に
く
い
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
対
策
と

し
て
、
府
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関

係
団
体
と
連
携
を
強
化
し
、
迅

速
な
情
報
提
供
・
対
応
に
努
め

 快適で安心して
暮らせるまちづくり

 自然を守り環境と
共生するまちづくり

ゲリラ豪雨時の
天野川水辺プラザ

普通救命講習
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市政のうごき

▽「
新
交
野
ブ
ラ
ン
ド
」の
創
出

　
 　

市
内
事
業
者
、
各
種
団
体
と

の
連
携
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
形

で
「
新
交
野
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創

出
を
推
進
し
、
既
存
の
観
光
事

業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
さ

せ
、
観
光
客
の
集
客
、
地
域
活

性
化
を
目
ざ
し
ま
す
。

▽ 

妊
娠
中
の
健
康
診
査
の
補
助
回

数
を
引
き
上
げ

　

 　

母
子
の
健
康
を
確
保
し
、
妊

娠
出
産
に
か
か
る
経
済
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
妊
娠
中
の
健

康
診
査
の
補
助
回
数
を
14
回
に

引
き
上
げ
ま
す
。

　

 　

ま
た
、「
女
性
特
有
の
が
ん
検

診
推
進
事
業
」
を
継
続
し
、
が

ん
の
早
期
発
見
と
正
し
い
健
康

意
識
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
ま

す
。

▽ 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
推
進

　

 　

地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的

に
策
定
し
た
地
域
福
祉
計
画
及

び
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
つ

い
て
、
計
画
策
定
時
か
ら
５
年

間
の
検
証
を
行
い
、
新
た
な
生

活
課
題
な
ど
の
抽
出
を
し
て
、

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
、
地

域
に
根
ざ
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▽
高
齢
者
福
祉
の
推
進

　

 　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
な

ど
を
開
催
し
、
認
知
症
へ
の
正

し
い
理
解
や
幅
広
い
意
識
啓
発

活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
市
民
と
協
働
の
取
り

組
み
に
よ
る
元
気
ア
ッ
プ
大
作

戦
の
充
実
や
、
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
講
習
会
に
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー

を
加
え
る
な
ど
、
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
た
め
の
更
な
る
介

護
予
防
と
地
域
支
援
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

▽
次
世
代
育
成
支
援
施
策
の
推
進

　

 　
「
子
ど
も
い
っ
ぱ
い
元
気
な

〝
か
た
の
〞」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
次
世
代
育
成
支
援
施

策
を
推
進
し
、
地
域
の
子
育
て

支
援
機
能
を
強
化
し
ま
す
。

▽「
わ
か
る
授
業
」を
実
践

　

 　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
に

対
す
る「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」

が
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
昨
年
末

か
ら
整
備
し
た
、
大
型
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
な
が
ら
「
わ
か
る
授
業
」
を

実
践
し
ま
す
。

▽ 
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
を

実
施

　

 　

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
小

学
校
で
６
校
８
棟
、
中
学
校
で

２
校
３
棟
の
計
８
校
11
棟
の
校

舎
で
実
施
し
ま
す
。

▽
児
童
の
安
全
を
確
保

　

 　

小
学
校
に
監
視
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
安

全
確
保
の
た
め
に
、
よ
り
効
果

的
な
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

 健やかで、支え合い
ふれあいに満ちた
まちづくり

育ち、学び生きがい
あふれるまちづくり

人と文化が
和むまちづくり

市民とともに活力
あふれるまちづくり

▽
伝
統
文
化
の
継
承

　

 　

文
化
財
事
業
団
と
連
携
し
、

国
か
ら
の
交
付
金
を
活
用
し

て
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
活
用
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
市
内
の
絵
巻
・
古
文
書

な
ど
の
総
合
的
な
調
査
を
行

い
、そ
の
成
果
を
公
開
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
今
後
も
市
民
周
知
に

努
め
、
内
容
拡
充
と
促
進
を
図

り
ま
す

▽ 

基
幹
系
業
務
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し

　

 　

情
報
シ
ス
テ
ム
の
基
盤
設
備

に
あ
わ
せ
、
基
幹
系
業
務
シ
ス

テ
ム
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、

Ｉ
Ｔ
調
達
の
あ
り
方
や
管
理
運

用
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

▽ 

研
修
・
自
己
啓
発
支
援
な
ど
で

職
員
力
を
高
め
る

　

 　

市
職
員
の
職
場
研
修
を
計
画

的
に
実
施
し
、
自
主
的
・
意
欲

的
に
業
務
展
開
す
る
人
材
を
育

成
し
ま
す
。

　

 　

ま
た
、
よ
り
実
践
的
な
知
恵

や
見
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
、

派
遣
研
修
や
自
己
啓
発
の
支
援

な
ど
を
行
い
、
職
員
力
を
高
め

ま
す
。

（
次
の
㌻
に
つ
づ
く
）

▽ 「
市
民
活
動
ル
ー
ム
」
の
内
容

の
拡
充
と
促
進

　
 　

市
民
活
動
情
報
の
拠
点
で
あ

る
「
市
民
活
動
ル
ー
ム
」
を
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
、
管
理
・

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

認知症サポーター養成講座

市民活動ルームを活用
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■
22
年
度
当
初
予
算

　

以
上
の
よ
う
な
方
針
で
、
22
年

度
の
各
会
計
の
当
初
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。一
般
会
計
予
算
２
３

４
億
７
８
４
９
万
２
千
円
を
は
じ

め
、
総
額
４
２
２
億
９
９
９
６
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

■ 「
第
２
次
・
交
野
市
財
政
健
全

化
計
画
」の
実
施

　

今
後
の
財
政
見
通
し
を
試
算
し

た
と
こ
ろ
、
こ
の
ま
ま
で
は
近
い

将
来
、
財
政
的
に
破
綻
す
る
恐
れ

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
昨
年
11
月
に

「
第
２
次
・
交
野
市
財
政
健
全
化

計
画
」
を
策
定
し
、
22
年
度
か
ら

実
行
に
移
し
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、敬
老
金
の
廃
止
、

ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
運
行
の
見
直
し
、

医
療
費
助
成
等
の
見
直
し
な
ど
、

市
が
独
自
に
実
施
し
て
い
る
事
業

や
、
国
・
府
の
基
準
を
上
回
っ
て

実
施
し
て
い
る
事
業
を
見
直
し
、

天
野
川
清
掃
工
場
跡
地
な
ど
公
有

地
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
市
役
所
内
部
の
仕
事

の
あ
り
方
、
組
織
の
見
直
し
と
経

費
削
減
に
取
り
組
み
、
更
な
る
人

件
費
の
削
減
の
た
め
、
特
別
職
を

含
む
職
員
給
与
の
削
減
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
職
員
数
の
適
正
化

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
市
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
「
安
心
・
安
全
に
係

る
事
業
」
や
、
交
野
市
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
「
子

育
て
関
連
事
業
」
な
ど
の
事
業
に

重
点
を
お
き
、
新
規
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
く
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
市
民
の
皆
様
に
も
痛
み
を
強

い
る
内
容
も
あ
り
ま
す
が
、
持
続

可
能
な
永
住
魅
力
の
あ
る
交
野
の

ま
ち
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
何
と
し
て
も
財
政
健
全
化
を

成
し
遂
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

■ 

第
二
京
阪
道
路
の
全
線
供
用
に

あ
た
っ
て

　

市
民
の
暮
ら
し
や
自
然
環
境
保

全
の
観
点
か
ら
、
い
か
に
マ
イ
ナ

ス
面
を
少
な
く
し
、
市
と
し
て
プ

ラ
ス
に
し
て
い
く
か
と
い
う
思
い

で
、
国
や
事
業
者
と
検
討
や
交
渉

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

時
間
的
な
問
題
や
国
の
財
政
問

題
な
ど
で
、
私
た
ち
の
思
い
が
十

分
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
周
辺
地
区
の
皆
様
に

も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
大
き
な

■ 22年度当初予算
各会計 予算額

一般会計 234億 7,849 万 2千円

国民健康保険特別会計 74億 ,0048 万 7千円

下水道事業特別会計 14億 7,721 万 3千円

老人保健特別会計 476万 5千円

介護保険特別会計 39億 3,446 万　　円

公共用地先行取得事業特
別会計 14億 3,248 万 8千円

後期高齢者医療特別会計 7億　641万 7千円

水道事業会計 38億 6,564 万 7千円

総　額 422 億 9,996 万 9千円

※ 予算の詳細については、５月 1日号でお知らせし
ます。

～22年度予算概要～

混
乱
も
な
く
開
通
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
は
、
開
通
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
な
影
響
が
出
て
く
る
の
か
を

し
っ
か
り
見
極
め
、
生
活
環
境
や

自
然
環
境
を
守
る
た
め
適
切
な
対

応
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
広
域
の
道
路
網
か
ら
外

れ
て
い
た
交
野
市
に
と
っ
て
は
、

こ
の
道
路
の
開
通
は
格
段
の
利
便

性
拡
大
と
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
足
が
便
利
に
な
る
と
い

う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
本
市
の
魅

力
を
遠
方
の
方
々
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
今

後
は
市
民
の
皆
様
や
各
団
体
と
よ

り
一
層
の
連
携
を
図
り
、
地
域
振

興
や
産
業
の
活
性
化
、
ま
た
観
光

と
い
う
視
点
で
、
新
た
な
展
開
が

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■ 「
第
四
次
交
野
市
総
合
計
画
」

の
策
定

　

今
後
の
交
野
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
「
第
四
次
交
野
市
総

合
計
画
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
23

年
度
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
向
け

て
策
定
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

従
来
の
策
定
手
法
に
よ
ら
ず
、

市
民
の
方
々
と
の
協
働
、
摂
南
大

学
と
の
包
括
連
携
に
よ
り
、
市
民

の
皆
様
の
交
野
に
対
す
る
「
夢
」

や
「
想
い
」
を
ひ
と
つ
に
束
ね
て

交
野
の
将
来
像
を
描
き
、
夢
の
あ

る
交
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
資
す
る

べ
く
現
在
作
業
を
続
け
て
い
ま

す
。

　

交
野
が
持
つ
強
み
を
再
確
認

し
、
そ
れ
を
多
様
な
担
い
手
の
力

で
磨
き
、
伸
ば
し
て
い
く
、
そ
れ

が
で
き
る
の
が
こ
の
小
さ
な
ま
ち

の
最
大
の
強
み
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。

■ 「
き
ら
り
と
光
る
素
敵
な
ま
ち
」

を
目
ざ
し
て

　

本
市
を
取
り
巻
く
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま

す
が
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
に
陥
る
こ

と
な
く
常
に
考
え
、
検
証
し
、
知

恵
を
出
す
と
と
も
に
行
動
し
、
市

民
の
皆
様
の
信
託
に
応
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

交
野
が
「
き
ら
り
と
光
る
素
敵

な
ま
ち
」
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
、

私
は
も
と
よ
り
全
職
員
が
一
丸
と

な
っ
て
全
力
で
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
格
別
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。交

野
市
長　

中
田
仁
公
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対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
希

望
講
座
名
②
氏
名（
ふ
り
が
な
）

③
郵
便
番
号
・
住
所
④
電
話
番

号
を
記
入
し
、
４
月
１
日
（
木
）

〜
10
日
（
土
）〈
消
印
有
効
〉
に
、

〒
５
７
６
ー
０
０
５
２　

私
部

２
ー
29
ー
１　

体
育
文
化
協
会

「
市
民
教
養
講
座
」係

※ 

各
講
座
と
も
申
込
多
数
の
場
合

は
４
月
19
日
（
月
）
午
前
10
時

か
ら
、
青
年
の
家
１
階
ロ
ビ
ー

で
公
開
抽
選
会
を
し
ま
す
。

※ 

友
人
同
士
、
夫
婦
で
申
し
込
む

場
合
は
、
青
年
の
家
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
第
１
部「
文
学
講
座
」

と 　

き　

５
月
〜
23
年
３
月（
８
・

12
月
は
休
講
）
の
第
４
木
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時（
全
９
回
）

と
こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

テ
ー
マ　
「
源
氏
物
語
を
読
む
３
」

内 　

容　

前
年
に
続
い
て
「
源
氏

物
語
」
を
題
材
に
あ
わ
せ
て
２

巻
の
お
話
を
読
み
ま
す

定　

員　

60
人

受
講
料　

４
５
０
０
円

講 　

師　

元
摂
南
大
学
外
国
語
学

部
教
授　

松
本
節
子
さ
ん

■
第
２
部「
法
律
講
座
」

と 　

き　

５
月
〜
23
年
３
月（
８
・

12
月
は
休
講
）
の
第
３
金
曜
日

午
前
10
時
〜
正
午（
全
９
回
）

と 

こ
ろ　

青
年
の
家　

２
０
４
号

室
テ 

ー
マ　
「
平
和
・
環
境
・
家
族

に
対
す
る
法
と
思
想
」

内 　

容　

現
在
、
話
題
に
出
る
こ

と
の
多
い「
憲
法
」「
環
境
」、
ま

た
家
族
や
福
祉
な
ど
、
生
活
に

密
着
し
た
問
題
に
踏
み
込
ん
で

い
き
ま
す

定　

員　

45
人

受
講
料　

４
５
０
０
円

講 　

師　

大
阪
経
済
法
科
大
学
法

学
部
教
授　

澤
野
義
一
さ
ん
、

龍
谷
大
学
法
学
部
講
師　

田
中

和
男
さ
ん
、
和
歌
山
大
学
名
誉

市民教養講座
22年度受講生募集

問い合わせ　体育文化協会（℡  892・7721）

教
授　

後
藤
正
人
さ
ん

■
第
３
部「
歴
史
自
然
講
座
」

と 　

き　

５
月
〜
23
年
３
月

（
７
・
８
・
12
月
は
休
講
）
の
第

３
水
曜
日（
全
８
回
）

テ 

ー
マ　
「
古
き
古
都
・
ま
ち
を

訪
ね
て
」

定　

員　

１
２
０
人

受
講
料　

４
５
０
０
円

講 　

師　

交
野
古
文
化
同
好
会　

中
光
司
さ
ん

交
野
市
私
部
２

－

29

－

１

㈶
体
育
文
化
協
会

　

 

「
市
民
教
養
講
座
」
係

576-0052

《往信》
何
も
書
か
な
い
で

く
だ
さ
い
。

①希望講座名
　
②郵便番号
　住所
③氏名
　（ふりがな）
④電話番号

申
し
込
み
者
住
所

申
し
込
み
者
氏
名　

様

576-□□□□

《返信》

往復はがき記載例
（はがきを開いた状態）

第 3部　歴史自然講座「古き古都・まちを訪ねて」
と　き テーマ・コース

5 月 19日
交野山麓・山の根道を辿る
　 JR 学研都市線「津田」－ 津田正信墓 － 神宮寺 － 寺 － 森 － 
私市 － 星田 － 打上

6月 16日
紀州街道・和歌山市周辺を巡る　　　　　　　　　　　　
　 和歌山城 － 養翠園 － 和歌浦不老橋 － 玉津島神社 － 紀州東照
宮 － 和歌浦天満宮

9月 15日
丹波街道をバスで巡る　　　　　　　　　　　　
　 篠山城址・武家屋敷町など城下町の散策 － 柏原藩陣屋跡 － 日
本一低い分水嶺・水分かれ公園

10月 20日
大阪の中心・中之島・大川端を辿る　　　　　　　　　　　　　
　 JR環状線「天満」 － 伝馬紡績跡 － 大塩平八郎墓 － 洗心洞跡 
－ 南天満公園 － 京阪中之島 － 大阪大学中之島センター － 日
銀大阪支店 － 適塾

11月 17日
田原道から奈良道をバスで巡る　　　　　　　　　　　　　
　 宇治田原（古老柿発祥の地を訪ねる）－ 猿丸神社 － 蟹満寺 － 
椿井大塚山古墳 － 恭仁宮跡 － 藤原百川夫妻の墓

1月 19日
熊野街道・阿倍野筋から住吉大社へチンチン電車で巡る　　　　
　 JR環状線「天王寺」－ 松虫塚 － 聖天山古墳 － 天下茶屋跡 － 
安倍清明神社 － 安倍王神社 － 伝北畠顕家塚 － 住吉大社

2月 16日
寺内町の八尾と久宝寺を巡る
　 近鉄大阪線「八尾」 － 木村重成墓 － 八尾寺内町 － 久宝寺川港
跡 － 久宝寺寺内町 － 真観寺 － 大聖勝軍寺（下太子）

3月 16日
西国街道・天王山と山城・摂津の国境を訪ねる
　 阪急京都線「大山崎」ー　宝積寺 ー 天王山 － 離宮八幡宮 － 関
戸明神 － 国境の標識 － 水無瀬神宮 － 桜井駅跡

第 2部　法律講座「平和・環境・家族に対する法と思想」
と　き 内　容 講　師
5 月 21日 日米同盟と平和憲法 澤野義一さん
6月 18日 植木枝盛の平和論 後藤正人さん
7月 16日 大正デモクラシー期の平和思想 田中和男さん
9月 17日 環境権と法 澤野義一さん
10月 15日 南方熊楠の自然環境保護運動論 後藤正人さん
11月 19日 田中正造の環境権思想 田中和男さん
1月 21日 家族と憲法 澤野義一さん
2月 18日 明治期の家族法論 後藤正人さん
3月 18日 家族と福祉 田中和男さん
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次
の
と
お
り
集
合
注
射
を
行
い

ま
す
。狂
犬
病
予
防
注
射
は
1
年

に
1
回
、
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

と 

き
・
と
こ
ろ　

下
表
の
と
お
り

対 　

象　

生
後
91
日
以
上
の
犬

（
室
内
犬
も
同
様
）

※ 

次
に
該
当
す
る
場
合
は
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

① 

妊
娠
中
か
最
近
交
配
さ
せ
た
犬

② 

過
去
に
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出

た
犬

③ 

１
か
月
以
内
に
他
の
予
防
接
種

を
受
け
た
犬

④ 

下
痢
・
お
う
吐
・
せ
き
な
ど
の

症
状
が
あ
る
犬

⑤
現
在
、病
院
で
治
療
中
の
犬

4月 10:00～11:30 13:30～14:15 15:00～15:45

5日（月） 育苗センター
（ふじがお幼稚園横）

第1児童センター
（幾野）

さくら丘自治会館
（天野が原町）

6日（火） 倉治公民館
百重ヶ原
ちびっこ広場
（私市山手）

私市会館

7日（水） 市役所別館東 私部会館 青山自治会
集会所

8日（木） 星田会館 南星台4丁目
西公園

星田山手
自治会館

9日（金） 教育文化会館 郡津駅西口前
（松塚公園内） 郡津公民館

12日（月） 市役所別館東 妙見東自治会館 妙見坂1丁目公園
（ちびっこ広場）

13日（火） ー
リニアパーク
北公園（星田西
体育施設北）

ゆうゆうセンター
西側駐車場

14日（水） ー 星田会館 星田出張所

15日（木） ー 森区民ホール 倉治公民館

※会場に駐車場はありません。

⑥ 

他
市
で
登
録
さ
れ
て
い
る
犬

（
交
野
市
へ
登
録
変
更
を
す
る

場
合
は
除
く
）

内 　

容　

飼
犬
登
録
（
未
登
録
者

の
み
）、
各
種
変
更
届
お
よ
び

死
亡
届
、
狂
犬
病
予
防
注
射
お

よ
び
注
射
済
票
の
交
付

※ 

転
入
届
は
、
転
出
元
の
市
町
村

で
交
付
さ
れ
て
い
る
鑑
札
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。鑑
札
が
な

い
場
合
は
再
発
行
（
有
料
）
に

な
り
ま
す
。

※ 

飼
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
、
必

ず
届
け
、
登
録
時
の
鑑
札
も
返

却
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

既
登
録
者
に
は
「
狂
犬
病
予
防

注
射
の
お
知
ら
せ
」
を
送
っ
て

い
ま
す
の
で
、
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。忘
れ
る
と
手
続
き
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

手
数
料

▽
飼
犬
登
録
＝
３
０
０
０
円

▽ 

予
防
注
射
・
注
射
済
票
交
付
＝

３
２
０
０
円

飼犬登録と
狂犬病予防注射

問い合わせ　環境保全課（℡892・0121）

▽
鑑
札
再
発
行
＝
１
６
０
０
円

■
注
意
点

　

犬
は
、
十
分
制
御
で
き
る
人
が

連
れ
、
首
輪
・
鎖
は
安
全
な
も
の

を
装
着
、
噛
み
ぐ
せ
の
あ
る
犬
は

口
輪
な
ど
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

予
防
注
射
当
日
は
、
激
し
い
運

度
や
入
浴
を
避
け
、
安
静
に
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。

　

集
合
注
射
に
来
ら
れ
な
い
人

は
、
動
物
病
院
な
ど
で
注
射
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
に
つ
い
て

　

狂
犬
病
は
、
狂
犬
病
ウ
ィ
ル
ス

に
よ
る
感
染
症
で
、
発
症
す
る
と

１
０
０
％
死
亡
す
る
と
い
わ
れ
て

い
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。発
症

前
の
潜
伏
期
間
中
の
免
疫
治
療
は

あ
り
ま
す
が
、
発
症
し
て
か
ら
の

治
療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
は
ア
ジ
ア
、
米

国
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
に
お

い
て
発
症
が
見
ら
れ
、
毎
年
３
〜

５
万
人
の
死
亡
例
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
日
本
で
の
狂
犬
病
の
現
状

　

１
９
５
７
年
度
以
降
の
国
内
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
海
外
で
狂

犬
病
に
感
染
し
て
い
る
犬
に
噛
ま

れ
、
帰
国
後
に
発
症
し
た
事
例
が

18
年
度
に
２
例
あ
り
ま
し
た
。

　

世
界
的
に
は
増
加
傾
向
に
あ

る
こ
の
病
気
が
、
人
と
動
物
の
移

動
が
盛
ん
な
近
年
、
海
外
と
の
行

き
来
で
、
い
つ
ど
ん
な
形
で
国
内

に
侵
入
し
て
く
る
か
分
か
り
ま
せ

ん
。

■
狂
犬
病
予
防
の
た
め
に

　

狂
犬
病
が
一
度
国
内
で
流
行
す

る
と
、
撲
滅
す
る
の
に
膨
大
な
費

用
と
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

万
が
一
狂
犬
病
が
侵
入
し
て
も
、

流
行
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
犬
へ
の

狂
犬
病
予
防
注
射
は
大
変
重
要
な

も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
日
本
で
は
、
狂
犬
病

予
防
法
で
犬
の
飼
主
に
次
の
こ
と

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

▽ 

飼
犬
登
録
を
行
い
、
鑑
札
の
交

付
を
受
け
る

▽ 

年
１
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を
犬

に
受
け
さ
せ
、
注
射
済
票
の
交

付
を
受
け
る
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第
二
京
阪
道
路
の
市
町
村
標
識

（
看
板
）
に
採
用
さ
れ
て
い
る
、
右

下
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
「
七
夕

の
ま
ち
・
織
姫
の
里　

交
野
市
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、今
後
、

交
野
を
印
象
づ
け
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
生
か
し
て
、

産
業
振
興
や
Ｐ
Ｒ
に
有
効
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

募 

集
内
容　

右
下
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
愛
称

募 

集
期
間　

４
月
５
日
（
月
）
〜

20
日（
火
）〈
消
印
有
効
〉

第二京阪道路の市町村標識
キャラクターの愛称募集

問い合わせ　商工観光課（℡  892・0121）
　北大阪商工会議所交野支所（℡  892・6700）

応 
募
方
法　

①
愛
称
と
そ
の
理
由

②
郵
便
番
号
・
住
所
③
氏
名（
ふ

り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入

し
、
各
応
募
先
に
ｅ
メ
ー
ル
・

フ
ァ
ク
ス
・
は
が
き
な
ど
で
応

募
。

※
応
募
は
1
人
１
点
ま
で
で
す
。

① 

北
大
阪
商
工
会
議
所 

交
野
支

所
（
〒
５
７
６
ー
０
０
５
２　

交
野
市
私
部
１
ー
１
ー
２　

e-m
ail:kata@

kitaosaka-
cci.go.jp　

℻  
８
９
３
・
３

３
８
０
）

② 

交
野
市
商
業
連
合
会
加
盟
店　

各
窓
口
応
募
ボ
ッ
ク
ス

③ 

交
野
市
商
工
観
光
課
窓
口

（
〒
５
７
６
ー
８
５
０
１　

商

工
観
光
課　

e-m
ail:syouko

u@
city.katano.osaka.jp

℻  
８
９
１
・
５
０
４
６
）

発 　

表　
「
広
報
か
た
の
」
６
月

号
や
、
５
月
10
日（
月
）ご
ろ
に

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
交

野
市
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
織
姫

ね
っ
と
」
上
で
発
表
（
採
用
者

に
は
賞
状
・
記
念
品
を
贈
呈
）

※ 

採
用
名
称
が
同
名
で
複
数
応
募

が
あ
っ
た
場
合
は
、
採
用
者
を

抽
選
し
ま
す
。

※ 

愛
称
の
著
作
権
・
商
標
権
な
ど

の
各
種
権
利
は
、
決
定
と
同
時

に
市
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

▲キャラクター

第二京阪道路が 3月 20 日（土）に全線開通しました
第二京阪道路開通式典
　3月 20 日（土）、門真市民プラザで第二京阪
道路開通式典が開かれ、約 600人の関係者が出
席し、テープカットや門真 IC から枚方学研 IC
までのパレードなどが行われました。

開通記念植樹と歌碑贈呈
　３月６日（土）、天野川と
第二京阪道路の交点（私部
西 5丁目）で、オープニン
グセレモニーが開かれま
した。
　セレモニーでは、平野官
房長官、中田市長らによる
桜の植樹や歌碑贈呈など
が行われました。

▽ 3月 10 日（水）、第二京阪道路上での合同防災訓練

▽3月14日（日）、開通記念プレイベント（約7,000人が参加）

問 い合わせ　第二京阪道路対策室（℡   892・0121）



22.04.01 (10)

電話番号案内
市役所 ℡  892・0121

本
　
　
館

 　財政健全化推進室、市長公室、
　企画財政室、総務課、人事課、
　税務室、市民総合窓口担当、
　市民課、国民健康保険課、
　こども室、商工観光課、
　議会事務局、土地開発公社
　会計室、行政委員会事務局

℡  892・0121

別
　
館

　市長公室、環境保全課、
　都市計画課、道路河川課、
　農とみどり課、下水道課、
　第二京阪道路対策室、
　農業委員会事務局

℡  892・0121

星田出張所 ℡  891・2031
ゆうゆうセンター ℡  893・6400
　 社会福祉課、障がい福祉課、
　高齢介護課、社会福祉協議会 ℡  893・6400

　健康増進課 ℡  893・6405
こどもゆうゆうセンター ℡  892・3077
ボランティアセンター ℡  894・3737
環境事業所（ごみ） ℡  892・2471
　粗大ごみ予約受付センター ℡  891・5374
　循環型社会推進室 ℡  892・0121
乙辺浄化センター（し尿） ℡  892・2472
リサイクルセンター ℡  893・8651
青年の家 ℡  892・7721
　 社会教育課、青少年育成課 ℡  892・7721
　 教育総務室 ℡  810・0530
　学校管理課、学校給食課 ℡  810・8010
　指導課 ℡  810・0522
　青年の家図書室 ℡  893・4881
　体育文化協会 ℡  891・3456
星の里いわふね ℡  893・3131
星田西体育施設 ℡  893・7721
第 1児童センター ℡  893・1144
いきいきランド交野 ℡  894・1181
倉治図書館 ℡  891・1825
歴史民俗資料展示室 ℡  810・6667
文化財事業団 ℡  893・8111
いきものふれあいセンター ℡  893・6520
消防本部・署 ℡  892・0119
　 総務課、予防課、警防課、
　通信指令室 ℡  892・0119

水道局 ℡  891・0016
　 総務課、工務課、浄水課、
　お客様サービス課、
　新浄水施設整備室

℡  891・0016

水道サービス株式会社 ℡  894・0105
シルバー人材センター ℡  893・0430
ファミリー・サポート・センター ℡  893・0757

交野市ホームページ
http://www.city.katano.osaka.jp/

ア
ウ
ト
ド
ア

間違い電話が増えています。おかけ間違いのないようご注意ください。

交
野
自
然

ふ
れ
あ
い
ウ
オ
ー
ク

と 　

き　

４
月
29
日
（
祝
）〈
小
雨

決
行
〉

集 　

合　

午
前
８
時
30
分
〜
９
時

に
私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ー
ス

▽ 

初
心
者
コ
ー
ス（
機
物
神
社
・
源

氏
の
滝
コ
ー
ス
、
約
６
㌔
）
＝
私

部
公
園

－

機
物
神
社

－

倉
治
古

墳
塚

－

源
氏
の
滝

－

倉
治
公
園

（
昼
食
）

－

私
部
公
園

▽ 

一
般
コ
ー
ス（
天
の
川
・
府
民
の

森
コ
ー
ス
、
約
12
㌔
）
＝
私
部
公

園

－

天
野
川
緑
地

－

新
宮
山

－

山
び
こ
広
場
（
昼
食
）

－

星
の
里

い
わ
ふ
ね

－

若
宮
神
社

－

天
田

の
宮

－

私
部
公
園

▽ 

健
脚
コ
ー
ス
（
天
の
川
・
八
葉

蓮
華
寺
コ
ー
ス
、
約
18
㌔
）
＝

私
部
公
園

－

天
野
川
緑
地

－

新
宮
山

－

山
び
こ
広
場

－

星

の
里
い
わ
ふ
ね
（
昼
食
）

－

月

の
輪
滝

－

府
民
の
森
・
す
い

れ
ん
池

－

八
葉
蓮
華
寺

－

住

吉
神
社

－

私
部
公
園

※ 

コ
ー
ス
は
変
更
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

参 

加
費　

５
０
０
円
（
中
学
生
以

下
無
料
）

持 

ち
物　

弁
当
、水
筒
、雨
具

申
し
込
み　

当
日
集
合
場
所

※ 

小
学
３
年
生
以
下
は
、
保
護
者

が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

団
体
で
の
申
し
込
み
の
場
合

は
、
４
月
23
日（
金
）ま
で
に
青

年
の
家
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

交
野
自
然
ふ
れ
あ

い
ウ
オ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務

局（
青
年
の
家
内
）

春
の
山
野
草

ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

と 　

き　

４
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時〈
雨
天
中
止
〉

集　

合　

午
前
９
時
に
私
市
駅
前

内 　

容　

く
ろ
ん
ど
園
地
や
傍
示

の
里
で
、
山
野
草
の
花
を
観
察

し
、
自
然
保
護
の
大
切
さ
を
学

ぶ
参
加
費　

無
料

服 　

装　

作
業
服
、
帽
子
、
靴（
底

の
厚
い
も
の
）

持 

ち
物　

弁
当
、
お
茶
、
筆
記
用

具
、
あ
れ
ば
野
草
図
鑑
と
虫
め

が
ね

講 　

師　

北
河
内
自
然
愛
好
会　

西
畑
敬
一
さ
ん

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問 

い
合
わ
せ　

い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー

アウトドア
　 春の山野草ウオッチング
　 交野自然ふれあいウオーク
　 森林浴と歴史のみち
文　化
 　初心者陶芸教室
　 文化財友の会会員募集

  自動車文庫の巡回日程
  青少年コーナー

昨年のふれあいウオーク
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※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。

生
涯
学
習
講
座

森
林
浴
と
歴
史
の
み
ち

と 
き
・
集
合
場
所
・
内
容　

左
表

の
と
お
り

※ 

毎
回
、
平
均
７
〜
８
㌔
ほ
ど
歩

き
、
山
に
登
る
コ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

テ 

ー
マ　
「
日
本
の
原
風
景
『
茅

葺
屋
根
』や『
棚
田
』を
歩
く
」

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

① 5月 11 日（火）「近郷の山里探訪」

内 　容　大阪・奈良の傍示からくろんど池、高山城址を通り、
天王のぼたん園を見学します。

② 7月 13 日（火）「湖北の隠れ里　菅浦」

内 　容　永原駅（湖西線）から歩いて「月の出峠」へ登り、葛籠
尾崎展望台から琵琶湖を眺め、菅浦を歩きます。

③ 9月 21 日（火）「秋の美山　萱葺きの里を歩く」

内 　容　貸し切りバスで移動。第二京阪道路・京都縦貫道を
経由し、美山町へ。美山町では「西の山展望台」へ登り、後は
自由散策とします。

④ 11月 9日（火）「つるし柿と茅葺きの里」

内 　容　笠田駅（和歌山線）から、少し時期は早いですが、干し
柿のすだれで有名な四郷地区の山里を訪ねます。

⑤ 23年 3月 8日（火）「棚田と茅葺きの里」

内 　容　川西能瀬口駅（能瀬電鉄）から阪急バスに乗り換え
（貸し切りバスに変更の可能性あり）。三草山に登り（2時
間）、棚田を見学して下ります（3時間）。

※各開催日の集合場所・時間などは参加者に順次お知らせします。

定　

員　

50
人

講 　

師　

交
野
山
の
会　

佃
肇
さ

ん
、永
田
文
男
さ
ん

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
氏

名
（
ふ
り
が
な
）
②
住
所
③
電

話
番
号
を
記
入
し
、
４
月
10
日

（
土
）〈
消
印
有
効
〉
ま
で
に
、
〒

５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

１　

体
育
文
化
協
会

「
森
林
浴
と
歴
史
の
み
ち
」係

問
い
合
わ
せ　

体
育
文
化
協
会

文　
化

自動車文庫「ブンブン号」の
巡回日程

ステーション名 時　　間 曜日 4月 5月 6月 7月
ゆうゆう
センター前 13:15 ～ 13:45

水

7
21 19

2
16
30
14私市山手

ちびっこ広場前 14:15 ～ 15:00

星田西体育施設前 15:30 ～ 16:30
郡津駅前（松塚公園）14:00 ～ 15:00 14

28
12
26

9
23 7

藤が尾 15:30 ～ 16:30

星田会館横 13:30 ～ 14:00

木

8
22

6
20

3
17

1
15

妙見坂
（松下中央児童公園）14:15 ～ 15:15

南星台公園 15:30 ～ 16:30
妙見東（中公園北）13:30 ～ 14:00

1
15
13
27
10
24 8星田山手 3丁目 14:30 ～ 15:15

星田山手 1丁目 15:30 ～ 16:30

※ 4月 29日と 5月 5日は、祝日のため運休します。

　先日、「ほめると変わる？家族と社会」とい
うテレビ番組が放送されていました。ほめる
ことが、仕事や勉強に取り組む人に、自信や
活力を与えてくれるという趣旨の番組でし
た。
　ほめると言っても、ただほめ言葉を並べる
だけでは相手の心に届きません。相手のこと
を観察し、本当にその人が喜ぶ言葉を選ぶ。
つまり、ほめるということは、同時に「私はあ
なたを見ていますよ」というメッセージを含
んでいるのです。
　正直なところ、人をほめることは、親しい
間柄でも気恥ずかしいものですが、意識的
に相手を観察し、ほめる準備をしてみましょ
う。いつかきっと、相手が本当に喜ぶほめ言
葉が見つかるはずです。
交野市青少年指導員会広報部
問い合わせ　青少年育成課

青少年コーナー
「ほめる」ということ

初
心
者
陶
芸
教
室

と 　

き　

６
月
２
日
（
水
）
〜
７

月
９
日（
金
）の
間
で
７
日
間

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定　

員　

先
着
12
人

参 

加
費　

５
０
０
０
円（
教
材
費
）

申 

し
込
み　

５
月
15
日
（
土
）
ま

で
に
星
の
里
い
わ
ふ
ね
か
、
青

年
の
家
窓
口

問
い
合
わ
せ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

文
化
財
友
の
会

会
員
募
集

　

文
化
財
事
業
団
は
、
22
年
度
の

会
員
を
募
集
し
ま
す
。歴
史
に
興

味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

内 　

容　
「
文
化
財
だ
よ
り
」・
報

告
書
な
ど
の
配
布
、
現
地
説
明

会
、
文
化
財
公
開
、
文
化
財
講

座
、
出
版
物
の
案
内
、
バ
ス
見

学
会
、各
講
座
割
引
な
ど

年
会
費　

１
０
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

会
費

を
持
っ
て
文
化
財
事
業
団
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文　
化

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

［広告］

春
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
入
門
コ
ー
ス

テ 

ー
マ　
「
ま
っ
た
く
初
め
て
の

パ
ソ
コ
ン
」

と 　

き　

５
月
19
日
（
水
）
〜
６

月
９
日（
水
）の
毎
週
水
曜
日

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
と
は
？
、
ゲ

ー
ム
を
楽
し
む
、文
字
の
入
力
、

保
存
、
印
刷
、
メ
ー
ル
を
体
験

す
る
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
見

る
■
初
級
コ
ー
ス

テ 

ー
マ　
「
ち
ょ
っ
と
で
き
る
け

れ
ど
も
う
少
し
詳
し
く
」

と 　

き　

５
月
11
日
（
火
）
〜
６

月
８
日（
火
）の
毎
週
火
曜
日

内 　

容　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
、
ワ

ー
ド
の
使
い
方
、
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
の
写
し
方
、
メ
ー
ル
を
使

う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
楽
し

む
■
中
級
コ
ー
ス

テ 

ー
マ　
「
よ
り
詳
し
く
習
い
た

い
」

と 　

き　

５
月
13
日
（
木
）
〜
６

月
10
日（
木
）の
毎
週
木
曜
日

内 　

容　

画
像
を
入
れ
た
文
章
作

り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
上
手

な
写
し
方
と
画
像
の
加
工
、
メ

ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

い
こ
な
す
、ブ
ロ
グ
の
活
用
術

■
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス

テ 

ー
マ　
「
は
じ
め
て
の
エ
ク
セ

ル
」

と 　

き　

５
月
15
日
（
土
）
〜
６

月
５
日（
土
）の
毎
週
土
曜
日

内 　

容　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作

を
学
ぶ
、
表
計
算
の
仕
組
み
を

覚
え
る
、
表
や
簡
単
な
文
章
を

作
る
、
関
数
を
使
っ
て
計
算
す

る
、グ
ラ
フ
を
作
る

時　

間

▽ 

入
門
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
＝
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽ 

初
級
・
中
級
コ
ー
ス

﹇ 

午
前
の
部
﹈
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
０
時
30
分

﹇ 

午
後
の
部
﹈
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

※ 

入
門
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
は
、

応
募
者
が
35
人
以
上
の
場
合
、

午
後
の
部
を
開
催
し
ま
す
。

と 

こ
ろ　

青
年
の
家
２
階　

パ
ソ

コ
ン
研
修
室

対 　

象　

18
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
の
人

定 　

員　

各
コ
ー
ス
20
人
（
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

※ 
前
回
に
参
加
し
、
１
つ
上
の
ク

ラ
ス
を
希
望
す
る
人
や
、
前
回

抽
選
で
落
選
し
た
人
を
優
先
し

ま
す
。

受
講
料

▽ 

入
門
・
エ
ク
セ
ル
コ
ー
ス
＝
５

０
０
０
円

▽ 

初
級
・
中
級
コ
ー
ス
＝
６
０
０

０
円

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
希

望
コ
ー
ス
・
時
間
（
午
前
か
午

青
少
年
音
楽
団
体

第
34
回
定
期
演
奏
会

　

少
年
少
女
合
唱
団
、
ジ
ュ
ニ
ア

吹
奏
楽
団
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

ク
ラ
ブ
が
、
１
年
間
の
成
果
を
披

露
し
ま
す
。

と 　

き　

４
月
18
日
（
日
）
午
後

１
時
〜

と
こ
ろ　

星
の
里
い
わ
ふ
ね

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

後
）②
氏
名（
ふ
り
が
な
）③
住

所
④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
４

月
10
日
（
土
）〈
消
印
有
効
〉
ま

で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２

私
部
２

－

29

－

１　

体
育
文

化
協
会「
パ
ソ
コ
ン
教
室
」係

※ 

友
達
同
士
、
夫
婦
で
申
し
込
む

場
合
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

体
育
文
化
協
会

文　化
　 春のパソコン教室
　 青少年音楽団体定期演奏会
　 青少年音楽団体団員募集
スポーツ
　 成人いきいき水泳教室
　 グラウンドの開放中止
教　育
　 就学援助制度
　 支援教育就学金

昨年の定期演奏会
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ス
ポ
ー
ツ

成
人
い
き
い
き

水
泳
教
室

と 　

き　

５
月
10
日
（
月
）
〜
６

月
14
日
（
月
）
の
毎
週
月
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時

と
こ
ろ　

い
き
い
き
ラ
ン
ド
交
野

対 　

象　

50
歳
以
上
の
水
泳
が
得

意
で
は
な
い
人

参
加
費　

４
２
０
０
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

５
日（
月
）か
ら
、
い
き
い
き
ラ

ン
ド
交
野
わ
く
わ
く
プ
ー
ル

（
℡  
８
９
４
・
１
１
８
７
）

グ
ラ
ウ
ン
ド
の

開
放
中
止

　

大
会
で
使
用
す
る
た
め
、
次
の

と
お
り
私
部
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

一
般
利
用
を
中
止
し
ま
す
。

▽ 

７
月
３
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
７
時

▽ 

７
月
10
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時

問
い
合
わ
せ　

体
育
文
化
協
会

教　
育

就
学
援
助
制
度

対 　

象　

21
年
中（
１
月
〜
12
月
）

の
世
帯
全
員
の
所
得
が
認
定
基

準
以
下
で
、
生
活
が
不
安
定
で

あ
る
た
め
、
児
童
・
生
徒
の
学

習
に
か
か
る
費
用
の
支
払
い
が

困
難
な
家
庭

援 

助
内
容　

学
校
で
か
か
る
費
用

の
一
部

援 

助
費
目　

学
用
品
費
、
学
校
給

食
費
、
校
外
活
動
費
、
修
学
旅

行
費
、医
療
費

※ 

医
療
費
は
学
校
で
医
療
券
の
交

付
を
受
け
て
治
療
を
受
け
る
人

で
、
対
象
は
学
校
病
（
ト
ラ
コ

ー
マ
・
結
膜
炎
、
白
せ
ん
、
か

い
せ
ん
、
の
う
か
し
ん
、
中
耳

炎
、
慢
性
副
鼻
腔
炎
、
ア
デ
ノ

イ
ド
、
寄
生
虫
病
、
う
歯
）に
限

り
ま
す
。

申 

し
込
み　

５
月
14
日
（
金
）
ま

で
に
申
請
書
（
各
学
校
で
す
べ

て
の
児
童
・
生
徒
に
配
布
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
児
童
・

生
徒
が
通
学
し
て
い
る
学
校
へ

提
出

※ 

21
年
度
に
援
助
を
受
け
て
い
る

場
合
で
も
、
22
年
度
の
申
請
が

必
要
で
す
。希
望
す
る
人
は
必

ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
管
理
課

支
援
教
育
就
学
金

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
心
身
に

障
が
い
（
障
が
い
の
程
度
が
１

種
１
級
〜
２
級
、
療
育
手
帳
Ａ

に
該
当
）が
あ
る
幼
児
・
児
童
・

生
徒
で
市
立
以
外
の
施
設
へ
就

学
（
園
）
し
、
通
学
（
園
）
に
介

助
の
必
要
な
人

援
助
内
容　

通
学
費
の
援
助

対 

象
施
設　

支
援
学
校
（
旧
養
護

学
校
）、
視
覚
支
援
学
校
（
旧
盲

学
校
）、
聴
覚
支
援
学
校
（
旧
ろ

う
学
校
）、
知
的
障
が
い
児
童
・

生
徒
通
園
施
設
、
肢
体
不
自
由

児
通
園
施
設
、
情
緒
障
が
い
児

童
・
生
徒
短
期
治
療
施
設

申 

請
に
必
要
な
も
の　

申
請
書

（
学
校
管
理
課
で
配
布
）、
身
体

障
が
い
者
手
帳
か
、
療
育
手
帳

の
写
し
、
在
学
証
明
書
、
住
民

票（
世
帯
全
員
の
写
し
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

５
月

31
日
（
月
）
ま
で
に
学
校
管
理

課
（
児
童
・
生
徒
の
場
合
）
か
、

こ
ど
も
室（
幼
児
の
場
合
）

青
少
年
音
楽
団
体

団
員
募
集

■
少
年
少
女
合
唱
団

対　

象　

小
学
３
〜
６
年
生

募
集
人
数　

20
人

練 　

習　

毎
週
土
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
に
青
年
の
家

活
動
費　

月
７
０
０
円

制
服
代　

１
０
０
０
円（
貸
与
金
）

■
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団

対 　

象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３

年
生

募
集
人
数　

20
人

練 　

習　

毎
週
日
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時
に
青
年
の
家

活
動
費　

月
８
０
０
円

制
服
代　

実
費

※
楽
器
は
貸
与
し
ま
す
。

■
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ブ

対　

象　

小
学
１
〜
４
年
生

募
集
人
数　

若
干
名

※ 

退
団
に
よ
る
欠
員
数
を
募
集
。

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

練 　

習　

毎
週
土
曜
日
ま
た
は
日

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
に
青
年
の
家

活
動
費　

月
７
０
０
円

制 

服
代　

６
万
円
程
度

※ 

練
習
日
は
い
ず
れ
も
変
更
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

22
日
（
木
）
ま
で
に
青
少
年
育

成
課
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福　
祉

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

福　祉
　 母子家庭の子育て・就業を支援
　 コールセンタースタッフ養成講座
　 母子家庭の就業支援講習会
　 児童扶養手当・特別児童扶養手当
　 大阪府手話通訳者養成講座
　 要約筆記講習会

母
子
家
庭
な
ど
の

子
育
て
・
就
業
を
支
援

■ 

母
子
家
庭
高
等
技
能
訓
練
促
進

費

　

就
職
に
結
び
つ
き
や
す
い
資

格（
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保
育

士
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
）

を
取
得
す
る
た
め
に
、
２
年
以
上

養
成
機
関
で
受
講
す
る
場
合
、
一

定
期
間
、促
進
費
を
支
給
し
ま
す
。

受
講
前
に
相
談
が
必
要
で
、
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
。

■ 

母
子
家
庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

　

教
育
訓
練
講
座
と
し
て
指
定
さ

れ
た
講
座
を
修
了
し
た
場
合
に
支

給
し
ま
す
。

　

受
講
前
に
相
談
が
必
要
で
、
所

得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
雇

用
保
険
制
度
の
教
育
訓
練
給
付
金

の
受
給
資
格
が
あ
る
人
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

■ 

ひ
と
り
親
家
庭
日
常
生
活
支
援

事
業

　

養
育
者
が
就
学
や
疾
病
な
ど

に
よ
り
、
一
時
的
に
家
庭
援
助
や

保
育
な
ど
が
必
要
と
な
っ
た
と
き

に
、
家
庭
訪
問
支
援
員
を
派
遣
す

る
か
、
支
援
員
の
居
宅
な
ど
で
児

童
の
世
話
を
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座

　

未
経
験
者
で
も
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
で
働
け
る
よ
う
、必
要
な
知
識
・

技
能
を
習
得
し
ま
す
。

基
礎
訓
練
期
間
・
コ
ー
ス

① 

５
月
29
日
（
土
）
〜
７
月
17
日

（
土
）の
毎
週
土
曜
日

② 

７
月
24
日
（
土
）
〜
９
月
18
日

（
土
）の
毎
週
土
曜
日

③ 

９
月
25
日
（
土
）
〜
11
月
20
日

（
土
）の
毎
週
土
曜
日

④ 

11
月
27
日
（
土
）
〜
１
月
22
日

（
土
）の
毎
週
土
曜
日

※ 
各
コ
ー
ス
と
も
に
、
22
日
間
の

応
用
訓
練
（
実
務
研
修
）
が
あ

り
ま
す
。

※ 

基
礎
訓
練
期
間
中
は
、
一
時
保

育
（
２
歳
〜
就
学
前
）
が
あ
り

ま
す
。

と
こ
ろ　

谷
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

次
の
条
件
を
満
た
す
、

ひ
と
り
親
家
庭
の
親

① 

訓
練
期
間
の
全
日
程
、
全
時
間

受
講
で
き
る
人

② 

基
礎
訓
練
修
了
後
に
、
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
就
労
を
望
む

人（
就
労
可
能
な
人
）

受
講
料　

無
料

手 　

当　

訓
練
時
間
に
応
じ
て
訓

練
手
当
を
支
給

※ 

応
用
訓
練
の
一
部
は
、賃
金
の
支

払
い
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

母
子
家
庭
の

就
業
支
援
講
習
会

■ 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
課
程
養

成
講
座

▽
通
信
コ
ー
ス
①

と　

き

▽
第
１
回
＝
７
月
初
旬
〜
10
月
中
旬

▽
第
２
回
＝
10
月
中
旬
〜
１
月
中
旬

と 

こ
ろ　

秀
峰
教
育
学
院
（
枚
方

市
大
垣
内
町
２

－

17

－

６
）

受 

講
料　

１
万
７
７
５
０
円

▽
通
信
コ
ー
ス
②

と　

き　

９
月
〜
１
月

と 

こ
ろ　

聖
徳
園
（
枚
方
市
香
里

ヶ
丘
３

－

15

－

１
）

受 

講
料　

２
万
円

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

①
の

第
１
回
は
６
月
１
日
（
火
）、
第

２
回
は
９
月
３
日
（
金
）
ま
で

に
、
②
は
８
月
２
日（
月
）ま
で

に
社
会
福
祉
課

た
だ
し
、
府
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会
が
行
っ
て
い
る
ヘ
ル
パ
ー
派
遣

事
業
を
優
先
し
て
利
用
し
て
も
ら

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

［広告］
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大
阪
府
手
話
通
訳
者

養
成
講
座

対 　

象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
人

①
府
内
在
住
・
在
勤
の
人

② 

手
話
で
聴
覚
障
が
い
者
と
日
常

会
話
が
可
能
な
人

③ 

手
話
通
訳
者
の
登
録
を
目
ざ

し
、
向
上
心
を
持
っ
て
受
講
す

る
人

※ 

す
で
に
大
阪
府
手
話
通
訳
者
と

し
て
登
録
し
て
い
る
人
は
受
講

で
き
ま
せ
ん
。

※ 

日
時
・
会
場
な
ど
の
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

込
書
の
配
布　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン

タ
ー
１
階　

障
が
い
福
祉
課

申 

し
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項

児
童
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

■
児
童
扶
養
手
当

　

18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
の
児
童
（
一
定
の
障

が
い
が
あ
る
場
合
は
20
歳
未
満
の

児
童
）
で
、
死
亡
・
離
婚
・
行
方

不
明
な
ど
で
父
親
が
い
な
い
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
か
、
母
に
代

わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

が
受
給
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
受
給
資
格
が
な
く
な
っ

た
と
き（
再
婚
、
父
親
の
帰
還
、
児

童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
な
ど
）

は
、
す
ぐ
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。届
け
を
出
さ
な
い
ま
ま
手

当
を
受
け
て
い
る
と
、
資
格
が
な

く
な
っ
た
日
か
ら
手
当
を
全
額
返

還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
政
令
に
指
定
さ

れ
る
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
る
父
母
（
主
と
し

て
児
童
の
生
計
を
維
持
す
る
い
ず

れ
か
１
人
）
か
、
父
母
に
代
わ
っ

て
児
童
を
養
育（
児
童
と
同
居
し
、

監
護
し
、
生
計
を
維
持
す
る
）
す

る
人
が
受
給
で
き
ま
す
。

※ 

障
が
い
の
程
度
・
住
所
・
氏
名

な
ど
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
給
に
つ
い
て
の
条
件

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
と
も
、
公
的
年
金
給
付
と

の
関
連
や
所
得
制
限
な
ど
の
条
件

が
あ
り
ま
す
。

■
４
月
期
の
定
時
払
い

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
と
も
、
４
月
９
日（
金
）で

す
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課

要
約
筆
記
講
習
会

　

聴
覚
障
が
い
者
、
と
り
わ
け
難

聴
者
、
中
途
失
聴
者
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
文
字
に
よ
る
情
報
保

障
を
行
う
要
約
筆
記
者
と
し
て
活

動
し
て
く
れ
る
人
を
養
成
し
ま
す
。

と　

き

▽ 

基
礎
課
程
＝
５
月
12
日
（
水
）

〜
７
月
28
日
（
水
）
の
毎
週
水

曜
日（
全
12
回
）

▽ 

応
用
課
程
＝
９
月
８
日
（
水
）

〜
10
月
27
日
（
水
）
の
毎
週
水

曜
日（
全
８
回
）

時 　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時

30
分

※ 

基
礎
課
程
・
応
用
課
程
を
続
け

て
の
受
講
に
な
り
ま
す
。基
礎

課
程
は
11
回
以
上
出
席
し
た
人

に
、
応
用
課
程
で
は
全
回
出
席

し
た
人
に
修
了
証
書
を
発
行
し

ま
す
。

と
こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

対 　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

※ 

講
義
で
は
、
要
約
筆
記
奉
仕
員

養
成
講
座
テ
キ
ス
ト
基
礎
課

程
・
応
用
課
程
（
各
１
０
５
０

円
）
を
使
用
し
ま
す
。
お
持
ち

で
な
い
人
は
、
申
し
込
み
時
に

基
礎
課
程
分
の
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

４
月
１
日
（
木
）
〜

21
日
（
水
）〈
必
着
〉
に
、
電
話
・

郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
で
、
①
住
所

②
氏
名
③
生
年
月
日
④
電
話
・

フ
ァ
ク
ス
番
号
⑤
要
約
筆
記
学

習
経
験
の
有
無
と
ど
こ
で
学
習

し
た
か
⑥
テ
キ
ス
ト
の
要
・
不

要
を
、
〒
５
７
６

－

０
０
３
４

天
野
が
原
町
５

－

５

－

１　

障
が
い
福
祉
課
（
℻  
８
９
１
・

６
２
４
１
）

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

を
記
入
し
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス

で
、
４
月
12
日（
月
）〈
必
着
〉ま

で
に
、
〒
５
４
０

－

８
５
７
０

（
住
所
記
入
不
要
）
府
自
立
支

援
課「
手
話
通
訳
者
養
成
講
座
」

係
（
℻  
06
・
６
９
４
２
・
７
２

１
５
）

※ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w
.shinsei.pref.osaka.jp

/ers/input.do?tetudukild
=
2
0
1
0
0
2
0
0
0
3

）
か
ら
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

府
自
立
支
援
課

（
℡  
06
・
６
９
４
４
・
９
１
７
６
）

［広告］
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福　祉
　 障がい福祉サービスの負担軽減
　 重度身体障がい者移動支援サービス
　 高齢者の外出支援サービス
　 寝具類の丸洗いサービス
　 訪問理美容サービス
　税
　 市税の納付は口座振替で
保険・年金
　 介護保険料の仮算定

高
齢
者
の

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

虚
弱
や
下
肢
が
不
自
由
な
た

め
、一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
に
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
の
初
乗
り
運
賃
相
当
額
を
助

成
す
る
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

対 　

象　

介
護
保
険
で
「
要
介
護

３
」
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

る
、お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
人

利 

用
方
法　

市
と
契
約
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
会
社
に
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
利
用
予
約
を
し
、
乗
車
時

に
利
用
券
を
渡
す

発 

行
枚
数　

月
２
枚（
申
請
月
か
ら

年
度
末
ま
で
の
分
を
一
括
発
行
）

※ 

昨
年
度
の
残
っ
た
利
用
券
は
、

申
請
時
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

介
護

保
険
証
を
持
参
し
、高
齢
介
護
課

重
度
身
体
障
が
い
者

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

重
度
の
身
体
障
が
い
者
で
、
歩

行
が
困
難
な
人
に
、
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
初
乗
り
運
賃
相
当
額
を
助
成

す
る
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

対 　

象　

18
歳
以
上
で
、
身
体
障

が
い
者
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
各
障
が
い
（
四
肢
・
移
動
・

下
肢
・
体
幹
・
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
・
肝
臓
・
免
疫
）
の
程

度
が
１
・
２
級
で
、
車
い
す
を

使
用
し
な
け
れ
ば
外
出
が
困
難

な
人

利 

用
方
法　

市
と
契
約
し
て
い
る

タ
ク
シ
ー
会
社
に
福
祉
タ
ク
シ

ー
の
利
用
予
約
を
し
、
乗
車
時

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
を
軽
減

　

国
は
、
障
が
い
者
福
祉
制
度
に

関
し
て
、
現
行
法
で
あ
る
障
害
者

自
立
支
援
法
を
廃
止
し
、
新
た
な

総
合
的
制
度
を
作
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
総
合
的
制
度
が

で
き
る
ま
で
の
間
、
低
所
得
（
市

町
村
民
税
非
課
税
）
世
帯
の
障
が

い
者
ま
た
は
障
が
い
児
の
保
護
者

の
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
利

用
者
負
担
（
定
率
負
担
）
を
無
料

と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
４
月
か
ら
障
害

者
自
立
支
援
法
の
仕
組
み
が
変
わ

り
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負

担
（
定
率
負
担
）
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

① 
訪
問
系
サ
ー
ビ
ス
・
日
中
活
動

系
サ
ー
ビ
ス
（
療
養
介
護
医
療

を
除
く
。
以
下
同
じ
）
な
ど
に

係
る
利
用
者
負
担
（
定
率
負
担

部
分
）

② 

入
所
施
設
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
、
通
勤
寮
な

ど
を
利
用
し
て
い
る
20
歳
以
上

の
障
が
い
者
に
係
る
利
用
者
負

担（
定
率
負
担
部
分
）

③ 

補
装
具
に
係
る
利
用
者
負
担

■ 

市
の
事
業
も
利
用
者
負
担
を
軽

減
し
ま
す

　

市
の
事
業
で
あ
る
次
の
事
業
に

お
い
て
も
、
低
所
得
（
市
民
税
非

課
税
）
世
帯
の
障
が
い
者
ま
た
は

障
が
い
児
の
保
護
者
は
、
事
業
の

利
用
に
係
る
利
用
者
負
担
（
定
率

負
担
部
分
）を
無
料
と
し
ま
す
。

① 

移
動
支
援
（
ガ
イ
ド
ヘ
ル
プ
）

事
業

②
日
中
一
時
支
援
事
業

③
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

に
利
用
券
を
渡
す

発 

行
枚
数　

月
２
枚（
申
請
月
か
ら

年
度
末
ま
で
の
分
を
一
括
発
行
）

※ 

昨
年
度
の
残
っ
た
利
用
券
は
、

申
請
時
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

身
体

障
が
い
者
手
帳
を
持
参
し
て
障

が
い
福
祉
課

［広告］
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介
護
保
険
料
の
仮
算
定

　

本
算
定
（
本
徴
収
）
が
確
定
す

る
ま
で
の
介
護
保
険
料
は
、
前
年

度
の
保
険
料
を
基
礎
に
仮
算
定
し

た
額
に
な
り
ま
す
。仮
算
定
額
は

４
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
料
の
被
保
険
者

　

介
護
保
険
の
被
保
険
者
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

① 

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上

の
人
）

　

65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
、
ま
た

は
65
歳
以
上
の
人
が
交
野
市
に

転
入
し
た
日
が
資
格
取
得
日
と
な

り
、
資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
か

ら
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

② 

第
２
号
被
保
険
者
（
40
〜
64
歳

の
医
療
保
険
加
入
者
）

　

医
療
保
険
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。ご
加
入
の
医
療
保
険
組
合
な

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

保
険
料
の
納
め
方
（
65
歳
以
上

の
人
）

　

納
め
方
に
よ
り
、
仮
算
定
期
間

が
異
な
り
ま
す
。

▽ 

普
通
徴
収
（
納
付
書
や
口
座
振

替
で
納
付
、
老
齢
・
退
職
年
金

な
ど
が
年
額
18
万
円
未
満
の

人
）＝﹇
仮
算
定
﹈
４
月
〜
６
月

﹇
本
算
定
﹈７
月
〜
翌
３
月

▽ 

特
別
徴
収（
年
金
か
ら
天
引
き
、

退
職
年
金
な
ど
が
年
額
18
万
円

以
上
の
人
）＝﹇
仮
徴
収
﹈
４
月

〜
９
月
﹇
本
徴
収
﹈
10
月
〜
翌

３
月

■ 

保
険
料
は
納
期
限
ま
で
に
納
め

ま
し
ょ
う

　

保
険
料
を
滞
納
し
た
場
合
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担

額（
通
常
は
１
割
）が
、
３
割
に
な

る
な
ど
、
保
険
給
付
の
制
限
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く

保
険
料
は
、
公
費
と
と
も
に
介
護

保
険
制
度
を
運
営
す
る
大
切
な
財

源
で
す
。納
入
に
つ
い
て
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

高
齢
介
護
課

　
税

市
税
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

　

市
税
（
市
・
府
民
税
、
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽
自
動
車

税
）
の
納
付
に
は
、
便
利
で
確
実

な
口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
、
市
税
の
取
扱
金

融
機
関
ま
た
は
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

郵
便
局
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
申
込
書
は
、

市
外
の
店
舗
に
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
市
外
店
舗
を
利
用
す
る
場
合

は
、
税
務
室
納
税
管
理
係
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
引
き
落
と
し
は
各
市
税

の
納
期
限
の
日
に
指
定
口
座
か
ら

行
い
ま
す
。
４
月
末
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
、
５
月
末
の
軽
自
動

車
税
・
固
定
資
産
税
の
引
き
落
と

し
を
、
５
月
末
ま
で
に
手
続
き
を

す
れ
ば
、
６
月
末
の
市
・
府
民
税

の
引
き
落
と
し
か
ら
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
室

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

　

自
力
で
も
、介
護
が
あ
っ
て
も
、

理
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難

な
人
に
、
自
宅
で
理
美
容
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
出
張
費
を
助
成

す
る
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

対 　

象　

介
護
保
険
で
「
要
介
護

３
」
以
上
の
認
定
を
受
け
て
い

寝
具
類
の

丸
洗
い
サ
ー
ビ
ス

　

寝
具
類
の
衛
生
管
理
が
困
難
な

高
齢
者
な
ど
に
、
寝
具
類
の
水
洗

い
・
乾
燥
消
毒
な
ど
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

対 　

象　

心
身
の
障
が
い
や
傷
病

な
ど
で
、
寝
具
類
の
衛
生
管
理

が
著
し
く
困
難
な
、
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
人

利
用
回
数　

年
度
内
２
回

※ 

１
回
の
利
用
に
つ
き
寝
具
類
は

２
枚
以
内
で
す
。

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会

る
か
、
そ
れ
に
準
じ
る
心
身
状

態
で
あ
る
、
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
人

利 

用
方
法　

市
と
契
約
し
て
い
る

理
美
容
店
で
予
約
し
、
利
用
時

に
利
用
券
を
渡
す

利
用
回
数　

年
度
内
４
回

※
理
美
容
代
は
自
己
負
担
で
す
。

※ 

昨
年
度
の
残
っ
た
利
用
券
は
、

申
請
時
に
返
還
し
て
く
だ
さ

い
。

申 
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会

福
祉
協
議
会

保
険
・
年
金

［広告］［広告］
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国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

■
保
険
料
の
仮
算
定

　

毎
年
４
〜
６
月
分
の
国
民
健
康

保
険
料
は
、前
年
度
の
保
険
料
を
基

礎
に
仮
算
定
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
21
年
中
の
所
得
が
、

20
年
中
に
比
べ
大
幅
に
増
減
し

た
り
、
21
年
中
に
世
帯
の
中
で
異

動
が
あ
っ
た
な
ど
、
22
年
度
の
保

険
料
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
場
合
は
、
仮
算
定
の
保

険
料
を
修
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。納
入
通
知
書
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
30
日
以
内
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
所
得
が
確
定
す
る
７
月

に
、
保
険
料
の
本
算
定
を
行
い
、

年
間
保
険
料
を
決
定
し
ま
す
。

■ 

健
康
保
険
未
加
入
者
は
す
ぐ
に

届
け
出
を

　

企
業
や
団
体
な
ど
の
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
国
民

健
康
保
険
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

届
け
出
を
14
日
以
内
に
し
な
い

と
、
保
険
料
の
負
担
や
医
療
機
関

で
の
診
察
な
ど
で
、
本
人
が
困
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
届
け

出
が
遅
れ
た
場
合
は
、
健
康
保
険

の
資
格
が
な
く
な
っ
た
月
か
ら
最

長
２
年
間
、
保
険
料
を
納
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
に
す
る
と
、
毎
月
納

め
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納
め
忘

れ
も
な
く
な
り
ま
す
。口
座
振
替

依
頼
書
は
、
市
役
所
本
館
１
階
の

国
民
健
康
保
険
課
と
、
星
田
出
張

所
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課

国
民
年
金

保
険
料
の
改
正

　

４
月
〜
23
年
３
月
の
国
民
年
金

保
険
料
が
、
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
す
。

保
険
料（
月
額
）

▽ 

定
額
保
険
料
＝
１
万
５
１
０
０

円（
４
４
０
円
値
上
げ
）

▽ 

４
分
の
３
保
険
料
＝
１
万
１
３

３
０
円（
３
３
０
円
値
上
げ
）

▽ 

半
額
保
険
料
＝
７
５
５
０
円

（
２
２
０
円
値
上
げ
）

▽ 

４
分
の
１
保
険
料
＝
３
７
８
０

円（
１
１
０
円
値
上
げ
）

※ 

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
保
険

料
が
割
り
引
き
さ
れ
ま
す
（
納

期
限
あ
り
）。

問 
い
合
わ
せ　

枚
方
年
金
事
務
所

（
℡
８
４
６
・
５
０
１
１
）

老
人
医
療
証
の

交
付
申
請

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
５
月
１
日
か
ら
老
人
医
療
制

度
（
医
療
費
の
窓
口
負
担
の
一
部

助
成
）
の
受
給
資
格
を
取
得
で
き

ま
す
の
で
、
医
療
証
の
交
付
申
請

（
代
理
申
請
可
）
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▽ 

５
月
末
現
在
に
満
65
歳
以
上
の

人
で

① 

自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）

に
該
当
す
る
人
（
自
立
支
援
医

療
受
給
者
証
所
持
の
人
）

② 

結
核
に
関
す
る
医
療
を
受
け
て

い
る
人（
患
者
票
所
持
の
人
）

③ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
を
持

っ
て
い
る
人

④ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
制
度
に
該

当
す
る
人

⑤ 

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級

に
該
当
す
る
人

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

持 

ち
物　

健
康
保
険
証
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
を
証
明
す
る
も
の
（
患

者
票
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

21
日
（
水
）
か
ら
市
民
総
合
窓

口
担
当

保険・年金
　 国民健康保険からのお知らせ
　 老人医療証の交付申請
　 国民年金保険料の改正
　 人間ドック費用の一部助成
環　境
　 廃プラリサイクルによる拠出金
くらし
　 寝屋川流域協議会施設見学会
　 日本さくら草の展示会

［広告］［広告］
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人
間
ド
ッ
ク
費
用
の

一
部
助
成

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
は
、
４
月
１
日（
木
）か
ら
被

保
険
者
を
対
象
に
、
２
万
６
０
０

０
円
を
限
度
と
し
た
人
間
ド
ッ
ク

受
診
費
用
の
一
部
助
成
事
業
を
始

め
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
受
診
し
た
人
間
ド

ッ
ク
の
領
収
書
な
ど
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
申
請
が
済
む
ま
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
は
年
度
内
で
１
回
限
り
で

す
。

※ 

人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た
人
は
、

健
康
診
査
を
受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

申 

請
に
必
要
な
も
の　

受
診
し

た
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書
（
４

月
１
日
以
降
の
も
の
に
限
る
）、

検
査
結
果
通
知
書
、
被
保
険
者

証
、口
座
情
報
の
分
か
る
も
の
、

印
鑑

※
支
給
は
後
日
に
な
り
ま
す
。

申 

し
込
み　

４
月
１
日
（
木
）
か

ら
市
民
総
合
窓
口
担
当

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
給
付
課
（
℡  

06
・
４
７
９
０
・
２
０
３
１
）か
、

市
民
総
合
窓
口
担
当

環　
境　

廃
プ
ラ
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る

拠
出
金
が
支
払
わ
れ
ま
し
た

　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
改

正
に
よ
り
、
質
の
高
い
分
別
収
集

を
行
い
、
再
商
品
化
を
促
進
す
る

た
め
に
が
ん
ば
っ
た
市
町
村
に
、

「
再
商
品
化
合
理
化
拠
出
金
」
と

い
う
お
金
が
支
払
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

交
野
市
に
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
廃
プ
ラ
分
別
収
集
へ
の
ご
協

力
の
お
か
げ
で
、
21
年
度
に
拠
出

金
約
２
４
０
０
万
円（
20
年
度
分
）

が
支
払
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
拠
出
金
は
、
ス
ー
パ
ー
や

メ
ー
カ
ー
な
ど
の
特
定
事
業
者
か

ら
、
㈶
日
本
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
協
会
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
と
し
て

支
払
わ
れ
た
お
金
を
も
と
に
、
同

協
会
か
ら
支
払
わ
れ
る
も
の
で
、

す
べ
て
の
市
町
村
が
も
ら
え
た

り
、
毎
年
も
ら
え
た
り
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
、
こ
の
拠
出
金
を
受
け

取
れ
る
よ
う
、
分
別
収
集
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

循
環
型
社
会
推
進

室

く
ら
し

寝
屋
川
流
域
協
議
会

施
設
見
学
会

　

国
土
交
通
省
や
大
阪
府
、
寝
屋

川
流
域
の
市
町
村
で
構
成
さ
れ

る
寝
屋
川
流
域
協
議
会
は
、
寝
屋

川
流
域
の
総
合
治
水
や
水
環
境
改

善
、
森
林
保
全
事
業
な
ど
を
み
な

さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
施

設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

と 　

き　

５
月
９
日
（
日
）
①
午

前
10
時
30
分
〜
②
11
時
30
分
〜

③
午
後
０
時
30
分
〜
④
１
時
30

分
〜
⑤
２
時
30
分
〜
⑥
３
時
30

分
〜（
計
６
回
開
催
）

※ 

見
学
会
は
約
30
分
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

※ 
当
日
は
、
東
大
阪
市
民
ふ
れ
あ

い
祭
り
が
同
時
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

と 

こ
ろ　

松
原
南
調
節
池
（
東
大

阪
市
花
園
中
央
公
園
内
）

定 　

員　

各
回
先
着
20
人
（
整
理

券
が
必
要
）

※ 

定
員
は
、
他
市
の
参
加
者
も
含

み
ま
す
。

※ 

小
学
３
年
生
以
下
の
人
は
、
保

護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料

整 

理
券
の
配
布　

当
日
午
前
10
時

〜
、直
接
会
場

問 

い
合
わ
せ　

寝
屋
川
流
域
協
議

会
事
務
局（
℡  
06
・
６
９
４
４
・

７
５
９
１
）

日
本
さ
く
ら
草
の

展
示
会

と 　

き　

４
月
17
日
（
土
）
〜
22

日
（
木
）〈
19
日
は
休
館
日
〉
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
（
22

日
は
午
前
中
で
終
了
）

と
こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

入
場
料　

無
料

※ 

さ
く
ら
草
苗
の
販
売
が
あ
り
ま

す
。

■
講
習
会

と 　

き　

４
月
18
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

青
年
の
家
学
び
の
館

受 

講
料　

５
０
０
円
（
花
苗
、
用

土
、植
木
鉢
代
な
ど
を
含
む
）

主　

催　

交
野
さ
く
ら
草
の
会

問
い
合
わ
せ　

農
と
み
ど
り
課

［広告］
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し

※広告の掲載については㈱宣成社（℡06・6222・7999）へ、広告の内容については各広告主へお問い合わせください。

くらし
　 春の山火事予防運動
　 春の山地自然を守る運動
　 まちづくりラウンドテーブル
　 春の地域安全運動
　 春の全国交通安全運動
　 救急医療相談を始めます
　 地域の新ビジネスを応援
　 多重債務で悩んでいませんか
　 パブリックコメントの実施概要

春
の
山
火
事
予
防
運
動

　

４
月
18
日
（
日
）
〜
５
月
５
日

（
祝
）、日
曜
日
・
祝
日
を
重
点
に
、

消
防
本
部
（
署
）
と
消
防
団
合
同

で
、「
消
さ
な
い
で　

小
さ
な
命
の

帰
る
場
所
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
山

林
パ
ト
ロ
ー
ル
や
駅
前
広
報
を
実

施
し
、
ハ
イ
カ
ー
に
た
ば
こ
の
投

げ
捨
て
禁
止
な
ど
を
呼
び
か
け
ま

す
。

　

山
火
事
の
原
因
は
、
人
の
う
っ

か
り
し
た
ミ
ス
に
よ
る
も
の
が
大

半
で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
空

気
が
乾
燥
し
、
強
風
が
吹
く
日
が

多
い
こ
と
か
ら
、
山
火
事
が
一
度

発
生
す
る
と
大
き
な
火
事
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ん
の
山
火
事
予
防
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
課

春
の
山
地
自
然
を

守
る
運
動

　

市
山
地
対
策
協
議
会
は
、
４
月

１
日（
木
）〜
５
月
31
日（
月
）、「
ご

み
捨
て
ぬ
心
が
育
て
る
豊
か
な
自

然
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、「
春
の
山

地
自
然
を
守
る
運
動
」
を
展
開
し

ま
す
。

　

ご
み
の
自
主
的
な
持
ち
帰
り
や

清
掃
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
、
運
動

に
協
力
し
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
・

団
体
に
は
ご
み
袋
を
無
料
で
お
渡

し
し
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
や
団
体
の
協

力
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

山
地
対
策
協
議
会

（
市
長
公
室
市
民
活
動
推
進
担

当
内
）ま

ち
づ
く
り

ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

　

気
軽
に
意
見
を
交
換
し
合
う
井

戸
端
会
議
で
す
。

　

ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
お
近
く
の

地
域
に
出
か
け
ま
す
。お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

４
月
25
日
（
日
）
午
後

２
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

市
役
所
別
館
１
階　

市

民
活
動
ル
ー
ム

問 

い
合
わ
せ　

市
長
公
室
市
民
活

動
推
進
担
当

春
の
地
域
安
全
運
動

　
「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
交
野
」

を
確
立
す
る
た
め
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
市
、
枚
方
警
察
署
が
連
携

し
て
防
犯
の
気
運
を
高
め
、
注
意

を
呼
び
か
け
ま
す
。

運 

動
期
間　

４
月
21
日
（
水
）
〜

30
日（
金
）

重　

点

▽ 

ひ
っ
た
く
り
な
ど
、
街
頭
犯
罪

の
被
害
の
防
止

▽ 

子
ど
も
と
女
性
を
対
象
と
す
る

犯
罪
の
被
害
の
防
止

▽ 

空
き
巣
な
ど
、
住
宅
を
対
象
と

す
る
侵
入
窃
盗
の
被
害
の
防
止

■ 

ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
無
料

取
り
付
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と 　

き　

４
月
23
日
（
金
）
午
後

２
時
〜

※ 

午
後
１
時
30
分
か
ら
、
整
理
券

（
先
着
１
０
０
枚
）
を
配
布
し

ま
す
。取
り
付
け
を
希
望
す
る

自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

ツ
ジ
ト
ミ
交
野
店
（
幾
野
３

－

13

－

10
）

■ 

ひ
っ
た
く
り
防
止
駅
前
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

と 　

き　

４
月
23
日
（
金
）
午
後

５
時
45
分
〜

と
こ
ろ　

河
内
磐
船
駅
前

問 

い
合
わ
せ　

枚
方
警
察
署
（
℡

８
４
５
・
１
２
３
４
）
か
、
交
野

市
防
犯
協
議
会
（
市
長
公
室
防

災
安
全
担
当
内
）

［広告］

ホームページに広告を載せませんか
　市トップページに掲載するバナー広告を募集
しています。
　希望する広告主は、次の取り扱い業者に直接
お問い合わせください。
広告の大きさ
　1枠＝縦60ピクセル×横150ピクセル
問い合わせ　㈱宣成社（℡06・6222・7999）
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21
年
度　

パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
実
施
概
要

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と

は
、
市
の
基
本
的
な
施
策
に
関
す

る
計
画
な
ど
を
策
定
す
る
課
程
に

お
い
て
、
案
の
段
階
で
公
表
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
募

集
し
て
、
そ
の
意
見
を
考
慮
し
て

意
思
決
定
を
行
う
制
度
で
す
。

　

21
年
度
中
に
実
施
し
た
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
担
当
課
、
市
役
所

本
館
２
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

企
画
財
政
室
企
画

担
当

21 年度パブリックコメント実施概要

案件名 募集期間 担当課 意見の件数

第 2次・交野市財政
健全化計画（案）

21年 10月 1日～
11月 2日 財政健全化推進室 250件

交野市次世代育成支援
（後期）行動計画策定に
かかる素案

21年 10月 1日～
11月 2日 こども室 10件

新ごみ処理施設整備
基本計画素案

21年 11月 5日～
12月 4日

四條畷市交野市清掃施設
組合（循環型社会推進室） 14件

多
重
債
務
で

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

近
畿
財
務
局
で
は
、
多
額
の
借

春
の
全
国

交
通
安
全
運
動

　

４
月
６
日（
火
）〜
15
日（
木
）、

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
は
、

こ
の
機
会
に
自
分
の
運
転
を
見
直

し
、
交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
社

会
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

運
動
の
重
点

▽ 

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

▽ 

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底

▽
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

▽
飲
酒
運
転
の
根
絶

▽ 

自
動
二
輪
車
・
原
付
の
交
通
事

故
防
止

▽ 

め
い
わ
く
駐
車
・
放
置
自
動
車

の
追
放

ス
ロ
ー
ガ
ン

▽
し
っ
か
り
と　

ル
ー
ル
守
っ
て

　

事
故
防
止

▽ 

ド
ア
し
め
て　

ベ
ル
ト
し
め
て

　

気
を
し
め
て

▽
自
転
車
も　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

　

身
に
つ
け
て

▽
飲
酒
運
転
は　

絶
対
に
し
な
い

　

さ
せ
な
い

▽ 

す
り
抜
け
て　

急
ぐ
先
に
は　

地
域
を
元
気
に
す
る

新
ビ
ジ
ネ
ス
を
応
援

　
「
お
お
さ
か
地
域
創
造
フ
ァ
ン

ド
」
に
よ
る
地
域
活
性
化
助
成
事

業
の
公
募
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
地
域
の
中
小
企

業
な
ど
が
行
う
技
術
・
人
材
・
歴

史
・
伝
統
な
ど
地
域
の
資
源
を
生

か
し
た
新
し
い
事
業
の
、
立
ち
上

げ
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の

で
す
。

　

公
募
要
領
の
配
布
期
間
は
４
月

１
日
（
木
）
〜
５
月
20
日
（
木
）
で

す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

北
大
阪
商
工
会
議

所
枚
方
本
所
中
小
企
業
相
談
所

指
導
課
（
℡  
８
４
３
・
５
１
５

４
）

金
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
人
に
、

専
門
の
相
談
員
が
話
を
伺
い
、
解

決
法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
必
要
に

応
じ
て
弁
護
士
な
ど
の
専
門
機
関

を
紹
介
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

借
金
の
問
題
は
、
借
金
を
抱
え

て
い
る
人
の
決
意
次
第
で
解
決
し

ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と 　

き　

平
日
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

費　

用　

無
料

相 

談
窓
口　

近
畿
財
務
局
（
大
阪

市
中
央
区
大
手
前
４

－

１

－

76
）

問 

い
合
わ
せ　

近
畿
財
務
局
（
℡  

06
・
６
９
４
９
・
６
５
２
３
）

事
故
が
ま
つ

▽ 

そ
の
駐
車　

あ
な
た
は
よ
く
て

も　

み
ん
な
が
困
る

問 

い
合
わ
せ　

道
路
河
川
課
か
、

枚
方
警
察
署
（
℡  
８
４
５
・
１

２
３
４
）

救急医療相談を始めます

　救急安心センターおお
さかでは、「救急車を呼ぼ
うかな」「病院に行ったほ
うが良いのか」など、病気
やけがでの救急医療につ
いての相談に、医師や看
護師、相談員が 24 時間
365日体制で応じています。
　4月から、交野市でもセンターを利用できる
ようになりました。
電話番号

▽  携帯電話・固定電話（プッシュ回線）
　＃ 7119

▽  固定電話（IP・ダイヤル回線）
　06・6582・7119
問 い合わせ　消防本部通信指令室（℡   892・
0119）
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農
業
委
員
会
委
員

選
挙
の
日
程
決
ま
る

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
任
期

満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
の
日
程
を
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

告　

示　

８
月
15
日（
日
）

投
開
票　

８
月
22
日（
日
）

■
立
候
補
受
付（
告
示
日
）

と　

き　

８
月
15
日（
日
）　

と
こ
ろ

▽ 

午
前
８
時
30
分
〜
10
時
＝
市
役

所
本
館
３
階　

第
１
委
員
会
室

▽ 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
＝
市
役

所
本
館
２
階　

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
な
ど
に
関
す
る
説
明

と
、
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
予
定

者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
は
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

と 　

き　

７
月
27
日
（
火
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
３
階　

第

１
委
員
会
室

問 

い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局（
℡
８
９
２
・
０
１
２
１
）

選　
挙

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

不
動
産
の
こ
と
で
、
疑
問
や
知

り
た
い
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た

ら
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

不
動
産
の
専
門
家
「
不
動
産
鑑

定
士
」
が
、
ご
相
談
に
お
答
え
し

ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▽ 

北
浜
会
場
＝
４
月
７
日
（
水
）・

14
日
（
水
）・
21
日
（
水
）
午
後

１
時
〜
４
時
、
大
阪
府
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
大
阪
市
中
央
区

北
浜
２

－

５

－

23
）

▽ 

豊
中
会
場
＝
４
月
６
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
豊
中

市
役
所
第
二
庁
舎
（
豊
中
市
中

桜
塚
３

－

１

－

１
）

▽ 

八
尾
会
場
＝
４
月
17
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
、
プ
リ

ズ
ム
ホ
ー
ル
〈
八
尾
市
文
化
会

館
〉（
八
尾
市
光
町
２

－

40
）

▽ 

堺
会
場
＝
４
月
24
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
、ビ
ッ
グ
・

ア
イ
〈
国
際
障
害
者
交
流
セ
ン

タ
ー
〉（
堺
市
南
区
茶
山
台
１

－

８

－

１
）

注
意
点

▽ 

相
談
は
30
分
を
目
安
に
お
願
い

し
ま
す

▽ 

同
一
内
容
で
複
数
回
の
相
談
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

▽ 

裁
判
中
の
案
件
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん

▽ 

相
談
内
容
の
録
音
は
お
断
り
し

ま
す

申
し
込
み　

直
接
会
場

問 

い
合
わ
せ　

㈳
大
阪
府
不
動
産

鑑
定
士
協
会
（
℡
06
・
６
２
０

３
・
２
１
０
０
）

「
声
の
広
報
」「
点
訳
広
報
」

を
お
届
け
し
ま
す

　

目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
、

「
広
報
か
た
の
」
を
朗
読
し
て
録

音
し
た「
声
の
広
報
」と
、
点
字
に

翻
訳
し
た
「
点
訳
広
報
」
を
作
成

し
、希
望
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
声
の
広
報
」
は
、
カ
セ

ッ
ト
テ
ー
プ
に
吹
き
込
ん
だ
も
の

と
、
Ｃ
Ｄ

－

Ｒ
版（
デ
イ
ジ
ー
版
）

が
あ
り
ま
す
。

　

希
望
す
る
人
は
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※ 「
声
の
広
報
」は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（http://w
w
w
.city.kata

no.osaka.jp/koho/koeno
_koho.htm

l

）で
も
公
開
し
て

い
ま
す
。

費　

用　

無
料

申 
し
込
み　

・
問
い
合
わ
せ　

市

長
公
室
広
聴
広
報
担
当

春
の
薬
草
見
学
会

と 　

き　

４
月
24
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
４
時

と 

こ
ろ　

摂
南
大
学
枚
方
キ
ャ
ン

パ
ス
薬
学
部
附
属
薬
用
植
物
園

（
枚
方
市
長
尾
峠
町
45

－

１
）

内 　

容　

薬
用
植
物
の
見
学
、
漢

方
薬
と
そ
の
構
成
生
薬
に
つ
い

て
の
観
察
や
試
飲
、
健
康
茶
や

ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
試
飲

定 　

員　

50
人
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

申 

し
込
み　

は
が
き
・
フ
ァ
ク

ス
・
ｅ
メ
ー
ル
に
①
氏
名
②

住
所
③
電
話
番
号
④
フ
ァ
ク

ス
番
号
を
記
入
し
、
４
月
２

日
（
金
）
〜
９
日
（
金
）
に
、
〒

５
７
２

－

８
５
０
８　

寝
屋

川
市
池
田
中
町
17

－

８　

摂
南
大
学
地
域
連
携
セ
ン
タ

ー
（
℻
８
３
９
・
９
１
８
８　

e-m
ail:chiiki@

ofc.setsu
nan.ac.jp

）

※ 

１
人
に
つ
き
、
２
人
ま
で
申
し

込
め
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
２
９
・
０
３
８
５
）

くらし
　 不動産の無料相談会
　 春の薬草見学会
　 声の広報・点訳広報をお届け
選　挙
　 農業委員選挙の日程決まる
　 市長選挙の日程決まる
しごと
　 労働基準法の改正
求　人
　 文化財アルバイト登録者
　 労働基準監督官採用試験
　 国税専門官採用試験
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※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。

22
年
度
国
税
専
門
官

採
用
試
験

受
験
資
格

① 

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜
平
成
元

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

② 

平
成
元
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
次
に
該
当
す
る

人
⑴ 

大
学
を
卒
業
し
た
人
、
ま
た
は

平
成
23
年
３
月
ま
で
に
大
学
卒

業
見
込
み
の
人

⑵ 

人
事
院
が
⑴
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
人

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

第 

１
次
試
験
日　

６
月
13
日（
日
）

受 

付
期
間　

４
月
１
日
（
木
）
〜

14
日（
水
）

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
国
税
局
人
事

第
二
課
（
℡  
06
・
６
９
４
１
・

５
３
３
１
）
か
、
枚
方
税
務
署

（
℡  
８
４
４
・
９
５
２
１
）

③
近
世
古
文
書
が
読
め
る
人

業 

務
内
容　

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調

査
の
補
助
・
整
理
作
業
、
古
文

書
調
査
・
整
理
作
業

勤 

務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
う
ち

週
３
日
以
内
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
30
分

※ 

調
査
が
あ
る
時
の
み
の
ア
ル
バ

イ
ト
と
な
り
ま
す
。パ
ー
ト
勤

務
も
可
。

登 

録
開
始
日　

４
月
15
日（
木
）

申 

し
込
み　

履
歴
書
を
持
参
ま

た
は
郵
送
で
、
〒
５
７
６

－

０
０
５
２　

私
部
２

－

29

－

５
文
化
財
事
業
団

※ 

調
査
は
不
定
期
の
た
め
、
必
要

に
応
じ
て
面
接
日
時
を
連
絡
し

ま
す
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
書

類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

文
化
財
事
業
団

求　
人

④ 

特
別
条
項
付
き
の
時
間
外
労
働

協
定
を
締
結
す
る
場
合
は
、
限

度
基
準
告
示
で
定
め
る
限
度
時

間
を
超
え
る
時
間
外
労
働
に
対

す
る
割
増
賃
金
率
を
定
め
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
、
こ
の
割
増

賃
金
は
、
25
％
を
超
え
る
率
と

す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
ま
す

施
行（
適
用
）日

▽
①
〜
③
は
４
月
１
日
か
ら
施
行

▽ 

④
は
、４
月
１
日
以
降
に
協
定
を

締
結
・
更
新
す
る
場
合
が
対
象

※ 

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
か
、
大
阪
労
働
局
監

督
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
労
働
局
監
督

課
（
℡  
06
・
６
９
４
９
・
６
４

９
０
）

事
務
局（
℡  
８
９
２
・
０
１
２
１
）

市
長
選
挙
の

日
程
決
ま
る

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
任
期

満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
の
日
程
を

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

告　

示　

８
月
29
日（
日
）

投 　

票　

９
月
５
日
（
日
）
午
前

７
時
〜
午
後
８
時
、
市
内
の
投

票
所

開 　

票　

９
月
５
日
（
日
）
午
後

９
時
〜
、
市
立
総
合
体
育
施
設

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

■
立
候
補
受
付（
告
示
日
）

と　

き　

８
月
29
日（
日
）　

と
こ
ろ

▽ 

午
前
８
時
30
分
〜
10
時
＝
市
役

所
本
館
３
階　

第
１
委
員
会
室

▽ 

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
＝
市
役

所
本
館
２
階　

選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局

■
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
な
ど
に
関
す
る
説
明

と
、
立
候
補
に
必
要
な
書
類
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
立
候
補
予
定

者
ま
た
は
そ
の
代
理
人
は
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

と 　

き　

８
月
３
日
（
火
）
午
後

２
時
〜

と 

こ
ろ　

市
役
所
本
館
３
階　

第

１
委
員
会
室

問 

い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会

し
ご
と

労
働
基
準
法
の
改
正

　

長
時
間
労
働
の
抑
制
と
、
仕
事

と
生
活
の
調
和
を
目
的
と
し
て
、

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

改 

正
内
容

① 

月
60
時
間
を
超
え
る
時
間
外
労

働
に
対
す
る
割
増
賃
金
率
が
、

２
割
５
分
以
上
か
ら
５
割
以
上

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

② 

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
①

の
引
き
上
げ
分
の
支
払
い
に
替

え
て
、
労
働
者
の
意
向
に
基
づ

き
有
給
休
暇
（
代
替
休
暇
）
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す

③ 

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
１

年
に
５
日
を
限
度
と
し
て
、
年

次
有
給
休
暇
を
時
間
単
位
で
取

得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

た
人
で
、大
学
を
卒
業
し
た
人

※ 

卒
業
見
込
み
、
人
事
院
が
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
人
を

含
み
ま
す
。

第 

一
次
試
験
日　

６
月
13
日（
日
）

受 

付
期
間　

４
月
１
日
（
木
）
〜

14
日（
水
）

問 

い
合
わ
せ　

大
阪
労
働
局
（
℡  

06
・
６
９
４
９
・
６
４
８
５
）

文
化
財
ア
ル
バ
イ
ト

登
録
者

対 　

象　

市
内
在
住
で
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

① 

大
学
で
日
本
史
・
文
化
史
な
ど

を
専
攻
し
た
人

②
発
掘
調
査
の
経
験
が
あ
る
人

労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験

　

労
働
基
準
監
督
官
と
は
、
労
働

に
関
す
る
法
令
に
基
づ
き
、
事
業

主
へ
の
法
令
の
遵
守
、
労
働
条
件

の
向
上
、
労
働
者
の
安
全
な
ど
に

関
わ
る
仕
事
を
す
る
国
家
公
務
員

で
す
。

対 　

象　

昭
和
56
年
４
月
２
日
〜

平
成
元
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
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子
育
て

子育て
　 いちばんぼしくらぶ名称変更
　 子育て講座
　 わんぱく教室
　 幼児園の園庭開放
　 親子で一緒に遊ぼう
　 パパママ☆マタニティー教室
　 乳幼児の健診と相談
　 ピヨピヨ離乳食講習会

※ 

き
ょ
う
だ
い
を
同
じ
コ
ー
ス
に

し
よ
う
と
、
対
象
年
齢
を
超
え

た
応
募
が
多
数
見
ら
れ
ま
す
。

対
象
年
齢
に
沿
っ
た
教
室
に
し

て
い
る
た
め
、
年
齢
厳
守
で
お

願
い
し
ま
す
。

時   　

間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

説
明
会

▽ 

火
曜
コ
ー
ス
＝
４
月
27
日（
火
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

▽ 

水
曜
コ
ー
ス
＝
４
月
28
日（
水
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

星
田
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保
育
園
内
）

定　

員　

各
10
組

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
。初
参
加

の
人
を
優
先
し
ま
す
。

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①
保

護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）
②
生
年
月
日
・
年
齢
・

性
別
③
住
所
④
電
話
番
号
⑤
連

第
１
期
わ
ん
ぱ
く
教
室

と
き
・
コ
ー
ス
・
対
象

▽ 

火
曜
コ
ー
ス　

５
・
６
月
の
第

２
〜
４
火
曜
日
（
全
６
回
）
＝

16
年
４
月
２
日
〜
20
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
子
ど
も
と
保
護
者

▽ 

水
曜
コ
ー
ス　

５
・
６
月
の
第

２
〜
４
水
曜
日
（
全
６
回
）
＝

20
年
４
月
２
日
〜
９
月
30
日
生

ま
れ
の
子
ど
も
と
保
護
者

者
※ 

き
ょ
う
だ
い
の
同
伴
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

定 　

員　

10
組
（
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

参 

加
費　

３
０
０
円
（
マ
ッ
サ
ー

ジ
オ
イ
ル
代
）

講　

師　

助
産
師

申 

し
込
み　

往
復
は
が
き
に
①

保
護
者
と
子
ど
も
の
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
②
子
ど
も
の
生
年
月

日
③
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
４
月
14
日（
水
）〈
必
着
〉ま

で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
１
６

星
田
３

－

10

－

８　

星
田
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
６
０
・
７
１
９
３　

４
月
１

日
か
ら
）

子
育
て
講
座

と 　

き　

４
月
22
日
（
木
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と 

こ
ろ　

星
田
地
域
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
星
田
３

－

10

－

８　

星
田
保
育
園
内
）

テ 

ー
マ　
「
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

〜
親
子
で
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
〜
」

対 　

象　

４
月
22
日
現
在
、
生
後

２
〜
６
か
月
の
子
ど
も
と
保
護

⑤
子
育
て
・
育
児
情
報
の
提
供

⑥
子
育
て
・
育
児
講
座（
月
１
回
）

⑦ 
子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
支
援
な
ど

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
６
０
・
７
１
９
３　

４
月
１

日
か
ら
の
電
話
番
号
で
す
）

い
ち
ば
ん
ぼ
し
く
ら
ぶ

の
名
前
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー　

い
ち
ば
ん
ぼ
し
く
ら
ぶ
」

の
名
前
が
、「
星
田
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
」に
変
わ
り
ま
す
。

と 

こ
ろ　

星
田
３

－

10

－

８
（
星

田
保
育
園
内
）

業
務
内
容

① 

親
子
自
由
遊
び
（
平
日
午
前
９

時
〜
午
後
３
時
）

② 

わ
ん
ぱ
く
教
室
（
募
集
時
に
広

報
で
お
知
ら
せ
）

③ 

子
育
て
・
育
児
相
談
（
電
話
・

来
園
。
来
園
時
は
要
予
約
。
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）

④
出
張
親
子
教
室

幼
児
園
の
園
庭
開
放

　

子
ど
も
と
一
緒
に
近
く
の
幼
児

園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

4
月
13
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時〈
雨
天
中
止
〉

と 

こ
ろ　

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児

園
、
あ
さ
ひ
幼
児
園
、
く
ら
や

ま
幼
児
園

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対 　

象　

未
就
学
児
と
保
護
者

問
い
合
わ
せ　

各
幼
児
園

▽ 

あ
ま
だ
の
み
や
幼
児
園
（
私
市

１

－

29

－

１　

℡
８
９
２
・

１
３
５
１
）

▽ 

あ
さ
ひ
幼
児
園
（
星
田
５

－

２

－

12　

℡
８
９
２
・
０
２
０

６
）

▽ 

く
ら
や
ま
幼
児
園
（
幾
野
３

－

18

－

１　

℡
８
９
２
・
８
４

３
３
）

れ
て
く
る
弟
・
妹
の
有
無
と
年

齢
を
記
入
し
、
４
月
14
日
（
水
）

〈
必
着
〉ま
で
に
、
〒
５
７
６

－

０
０
１
６　

星
田
３

－

10

－

８　

星
田
地
域
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー　

わ
ん
ぱ
く
教
室
係

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
（
℡

８
６
０
・
７
１
９
３　

４
月
１

日
か
ら
）



(25)22.04.01

乳
幼
児
の
健
診
と
相
談

■
４
か
月
児
健
診

と　

き　

５
月
11
日（
火
）

対 　

象　

21
年
12
月
11
日
〜
22
年

１
月
10
日
生
ま
れ
の
乳
児

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

４
月
20
日（
火
）

対 　

象　

20
年
９
月
生
ま
れ
の
幼

児
■
３
歳
６
か
月
児
健
診

と　

き　

４
月
14
日（
水
）

対 　

象　

18
年
９
月
生
ま
れ
の
幼

児
※ 
受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
０

時
50
分
〜
２
時
で
す
。

■
育
児
相
談

　

身
体
測
定
、育
児
、歯
、栄
養
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
・
対
象

①
４
月
28
日（
水
）＝
０
歳
児

② 

４
月
２
日
（
金
）
＝
１
歳
児
以

上
※ 

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９

時
15
分
〜
10
時
15
分
で
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

ピ
ヨ
ピ
ヨ

離
乳
食
講
習
会

と　

き　

５
月
11
日（
火
）

①
午
後
２
時
30
分
〜

②
午
後
３
時
〜

※ 

４
か
月
児
健
診
と
共
催
で
、
両

方
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

対 　

象　

２
〜
６
か
月
の
乳
児
を

持
つ
保
護
者

費　

用　

無
料

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具

申
し
込
み　

直
接
会
場

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

持 

ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、「
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者

の
た
め
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
〜
と

こ
と
ん
利
用
で
す
こ
や
か
親
子

〜
」、
子
育
て
マ
ッ
プ
、
母
子
保

健
テ
キ
ス
ト

※ 

母
子
保
健
テ
キ
ス
ト
が
な
い
人

に
は
４
０
０
円
で
販
売
し
て
い

ま
す
。

※ 

②
に
参
加
す
る
人
は
、
透
明

コ
ッ
プ
、
新
し
い
歯
ブ
ラ
シ
代

１
０
０
円
も
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

パ
パ
マ
マ
☆

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
教
室

と
き
・
内
容

① 

５
月
６
日
（
木
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
知
っ
て
得

す
る
情
報

▽
赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い

▽
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
食
事

② 

５
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午（
予
約
不
要
）

▽
妊
娠
中
の
歯
の
教
室

▽ 

産
前
・
産
後
の
身
体
の
変
化
・

ケ
ア
に
つ
い
て

③ 

５
月
15
日
（
土
）
午
前
９
時
20

分
〜
正
午
（
予
約
制
、
４
月
５

日
か
ら
受
け
付
け
）

▽ 

パ
パ
も
一
緒
に
も
く
浴
・
妊
婦

体
験

※ 

祖
父
母
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

体
験
学
習
室

親
子
で
一
緒
に
遊
ぼ
う

　

倉 
治
保
育
園

　
　

℡  
８
９
１
・
１
１
１
６

　
　

倉
治
１

－

１

－

12

■
親
子
教
室「
た
ん
ぽ
ぽ
組
」

　

子
育
て
・
育
児
相
談
も
ど
う
ぞ
。

と 　

き　

毎
月
１
回
木
曜
日
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

内 　

容　

左
表
の
と
お
り

対 　

象　

２
歳
児
と
保
護
者
（
４

月
１
日
現
在
、初
参
加
に
限
る
）

定　

員　

20
組

参 

加
費　

無
料
（
別
途
、
保
険
・

お
や
つ
代
２
０
０
０
円
が
必

要
）

申 

し
込
み　

４
月
14
日
（
水
）
午

前
10
時
〜
正
午
に
、
①
住
所
②

親
と
子
の
氏
名
を
書
い
た
は
が

き
を
持
っ
て
、倉
治
保
育
園

※ 

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
、
結
果

は
は
が
き
で
通
知
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

４
月
13
日
（
火
）

ま
で
に
倉
治
保
育
園

■
園
庭
開
放

と 　

き　

５
月
〜
23
年
３
月（
８
・

９
・
１
月
を
除
く
）
の
毎
月
２

回
午
前
10
時
30
分
〜
正
午
〈
雨

天
中
止
〉

※ 

詳
し
い
日
程
は
申
し
込
み
後
に

連
絡
し
ま
す
。

対　

象　

０
〜
３
歳
児
と
親

※
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申 

し
込
み　

４
月
19
日
（
月
）
午

前
11
時
〜
正
午
に
倉
治
保
育
園

へ
来
園

※ 

前
記
た
ん
ぽ
ぽ
組
参
加
者
は
、

申
込
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

倉
治
保
育
園

　

わ 

か
ば
保
育
園

　
　

℡  
８
９
１
・
１
８
２
４

　
　

私
部
１

－

22

－

１

■
園
庭
開
放

と 　

き　

毎
月
１
回
（
８
月
を
除

く
）
土
曜
日
午
前
10
時
〜
11
時

30
分〈
雨
天
中
止
〉

対　

象　

未
就
学
児
と
保
護
者

※ 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

わ
か
ば
保
育
園

倉治保育園　親子教室「たんぽぽ組」

月 内容 月 内容

5 入会式、外遊び 10 運動会（自由参加）

6 どろんこ遊び歯のお話
11 小麦粉粘土遊び

12 クリスマス会

7 七夕かざりづくり 1 お店屋さんごっこ

8 プール開放 2 栄養士と食育遊び

9 運動遊び（体操教室） 3 クッキング

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。
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子
育
て

子育て
　 もぐもぐ元気っ子講座
健　康
　 星のまち歩く歩くDAY
　 ゆうゆう元気アップ大作戦
　 からだスッキリ！ステーション
　 シェイプアップ 22
　 市民健診のお知らせ
　 頭と身体の元気度知ろう会
　 元気アップメイト養成講座
　 保健所だより

９
時
30
分
〜
11
時
30
分
〈
小
雨

決
行
〉

集 　

合　

午
前
９
時
30
分
に
ゆ
う

ゆ
う
セ
ン
タ
ー
正
面
玄
関
前

コ 

ー
ス　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー

－

市
役
所

－

想
善
寺

－
無
量

光
寺

－

光
通
寺

－
北
田
家

－

住
吉
神
社
（
休
憩
・
ト
イ
レ
）

－

第
一
中
学
校

－

ゆ
う
ゆ
う

セ
ン
タ
ー

※
寺
社
の
中
は
巡
り
ま
せ
ん
。

対 　

象　

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
興
味

が
あ
る
人

※ 

自
分
の
体
力
、
体
調
を
チ
ェ
ッ

ク
し
た
上
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。健
康
状
態
が
す
ぐ
れ
な
い

人
は
、
参
加
を
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

服 　

装　

歩
き
や
す
い
服
装
、靴
、

帽
子

持 

ち
物　

健
康
手
帳
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、雨
具
な
ど

※ 
健
康
手
帳
が
な
い
人
に
は
、
当

日
お
渡
し
し
ま
す
。

参
加
費　

無
料

申
し
込
み　

直
接
集
合
場
所

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

星
の
ま
ち

歩
く
歩
く
Ｄ
Ａ
Ｙ

　

健
康
の
た
め
、
交
野
を
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と 　

き　

４
月
16
日
（
金
）
午
前

健　
康

も
ぐ
も
ぐ

元
気
っ
子
講
座

と 　

き　

５
月
11
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
11
時
45
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

プ
レ
イ
ル
ー
ム

内 　

容　

お
や
つ
や
朝
食
と
し
て

簡
単
に
調
理
で
き
る
献
立
の
実

演
、講
義
、試
食（
保
護
者
の
み
）

※ 

保
育
室
に
子
ど
も
を
預
け
て
ゆ

っ
く
り
受
講
で
き
ま
す
。

対 　

象　

２
歳
〜
３
歳
未
満
の
幼

児
と
そ
の
保
護
者

定　

員　

先
着
14
人

※
初
参
加
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費　

２
０
０
円

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
託
児
に
必

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
22

　

誰
も
が
気
に
な
る
お
な
か
ま
わ

り
の
脂
肪
を
減
ら
す
コ
ツ
を
教
え

ま
す
。

と 　

き　

４
月
27
日
（
火
）
午
後

１
時
15
分
〜
３
時
50
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

生
活
習
慣
病
予
防
・
改

善
の
た
め
の
話
と
体
操
な
ど

対 　

象　

お
な
か
ま
わ
り
が
気
に

な
る
人
、生
活
習
慣
病
を
予
防
・

改
善
し
た
い
人

参
加
費　

無
料

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

持
ち
物　

筆
記
用
具
、健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

１
日
（
木
）
〜
23
日
（
金
）
に
健

康
増
進
課

ス
テ
ロ
ー
ル
・
肥
満
な
ど
の
値

が
気
に
な
る
人
、
健
康
の
た
め

に
何
か
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い

る
人

参
加
費　

無
料

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、健
康
手
帳

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

１
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

自
分
の
体
年
齢
な
ど
を
知
り
、

体
の
中
か
ら
若
さ
を
手
に
入
れ
ま

し
ょ
う
。

と 　

き　

４
月
27
日
（
火
）
午
前

９
時
30
分
〜
10
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
３

階　

展
示
活
用
室

内 　

容　

計
測
で
体
チ
ェ
ッ
ク
、

体
に
い
い
話
、体
操

対 　

象　

血
圧
・
血
糖
値
・
コ
レ

ン
ト
、
転
倒
予
防
や
脳
の
活
性
化

な
ど
を
学
び
、
元
気
ア
ッ
プ
し
ま

せ
ん
か
。

と 　

き　

４
月
21
日
（
水
）
〜
７

月
14
日
（
水
）
の
毎
週
水
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
全
12
回
）

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内 　

容　

講
義
と
元
気
ア
ッ
プ
体

操
、
健
口
体
操
（
口
の
体
操
）、

頭
ス
ッ
キ
リ
ゲ
ー
ム
な
ど

対 　

象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上

の
人

定　

員　

先
着
17
人

参
加
費　

２
０
０
円（
資
料
代
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

１
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課

ゆ
う
ゆ
う

元
気
ア
ッ
プ
大
作
戦

　

口
の
手
入
れ
、
食
生
活
の
ポ
イ

要
な
物（
汚
れ
物
を
入
れ
る
袋
、

普
段
使
っ
て
い
る
容
器
に
入
れ

た
お
茶
な
ど
の
飲
み
物
、
お
む

つ
な
ど
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

６
日（
火
）か
ら
健
康
増
進
課



(27)22.04.01
※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■
結
核
相
談（
予
約
制
）

と　

き　

随
時

■ 

特
定
疾
患（
難
病
）相
談（
予
約

制
）

と　

き　

随
時

■
犬
の
引
き
取
り（
有
料
）

と 　

き　

毎
週
火
・
木
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
５

時
※
要
印
鑑
、要
事
前
相
談

■ 

飲
料
水（
井
戸
水
）の
検
査（
有

料
）

と 　

き　

毎
週
月
〜
水
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午

■
検　

便

と
き
・
内
容

①
毎
週
月
〜
水
曜
日
＝
腸
内
細
菌

②
毎
週
月
〜
木
曜
日
＝
寄
生
虫
卵

時　

間　

午
前
９
時
〜
正
午

■ 

室
内
空
気
検
査
（
ホ
ル
ム
ア
ル

デ
ヒ
ド
な
ど
）（
有
料
、予
約
制
）

■
医
療
相
談

と 　

き　

毎
週
月
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
※
祝
日
は
除
き
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

四
條
畷
保
健
所

（
℡  
８
７
８
・
１
０
２
１
）

保
健
所
だ
よ
り

（
４
月
分
）

■
肝
炎
検
査（
無
料
・
予
約
制
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

９
時
30
分
〜
10
時

■
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査（
無
料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■ 

梅
毒
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア
検
査
（
有

料
）

と 　

き　

第
２
・
４
火
曜
日
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録（
予
約
制
）

と 　

き　

５
月
14
日
（
金
）
〜
７

月
30
日
（
金
）
の
毎
週
金
曜
日

（
全
12
回
）
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内 　

容　

介
護
予
防
に
つ
い
て
の

講
義
、
元
気
ア
ッ
プ
体
操
と
認

知
症
予
防
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

実
技
の
習
得

対 　

象　

介
護
予
防
に
興
味
が
あ

り
、
地
域
で
何
か
に
取
り
組
み

た
い
と
思
っ
て
い
る
人

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

２
０
０
円（
資
料
代
）

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

５
日（
月
）か
ら
健
康
増
進
課

元
気
ア
ッ
プ
メ
イ
ト

養
成
講
座

　

高
齢
者
の
元
気
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
介
護
予
防
の
応
援
者
」
を
養

成
す
る
講
座
で
す
。

頭
と
身
体
の

元
気
度
知
ろ
う
会

　

自
分
の
元
気
度
を
一
度
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
・
内
容

市
民
健
診
の
お
知
ら
せ

■
市
民
健
診
の
一
部
を
変
更

　

第
２
次
財
政
健
全
化
計
画
に
よ

り
、
22
年
度
か
ら
次
の
と
お
り
市

民
健
診
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

▽
肺
が
ん
検
診

　

ハ
イ
リ
ス
ク
者
の
場
合
の
み

実
施
し
て
い
た
喀
痰
検
査
（
別
途

６
０
０
円
）
を
廃
止
し
、
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
の
み
の
検
査
に
な
り
ま

す
。

▽
子
宮
が
ん
検
診

　

医
療
機
関
検
診
で
、
医
師
が
指

示
し
た
場
合
の
み
実
施
し
て
い
た

子
宮
体
部
細
胞
診
（
別
途
６
０
０

円
）
を
廃
止
し
、
子
宮
頸
部
細
胞

診
の
み
に
な
り
ま
す
。

▽
市
民
検
診
費
用
免
除
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
の
免
除
対
象
者
は
、

①
受
診
当
日
に
70
歳
以
上
の
人
②

生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
人
で
し
た
が
、
①

の
人
は
有
料
と
な
り
、
費
用
免
除

は
②
に
該
当
す
る
人
の
み
と
な
り

ま
す
。

■
セ
ン
タ
ー
健
診
の
受
付

　

５
〜
７
月
分
の
、
ゆ
う
ゆ
う
セ

ン
タ
ー
で
実
施
す
る
市
民
健
診

（
セ
ン
タ
ー
健
診
）
の
申
し
込
み

が
始
ま
り
ま
す
。

と　

き

▽
５
月
＝
24
日（
月
）・
28
日（
金
）

▽ 

６
月
＝
11
日（
金
）・
16
日（
水
）・

30
日（
水
）

▽
７
月
＝
８
日（
木
）・
22
日（
木
）

健 （
検
）診
項
目　

特
定
健
診（
国

保
加
入
者
の
み
）、
が
ん
検
診

（
胃
・
肺
・
大
腸
・
前
立
腺
・
乳
・

子
宮
）、
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
、

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
、
結
核
検

診
※ 
健
診
項
目
に
よ
り
、
定
員
数
が

異
な
り
ま
す
。

※ 

各
健
（
検
）
診
の
対
象
、
費
用
、

申
し
込
み
方
法
な
ど
は
、「
わ
が

家
の
健
康
管
理
」
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

▽ 

５
月
分
＝
４
月
１
日
（
木
）
〜

15
日（
木
）

▽ 

６
・
７
月
分
＝
４
月
16
日
（
金
）

〜
５
月
10
日（
月
）

※ 

健
（
検
）
診
日
の
指
定
は
で
き

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

▽ 

５
月
６
日
（
木
）
＝
頭
の
元
気

度（
も
の
忘
れ
）測
定

▽ 

５
月
13
日
（
木
）
＝
身
体
の
元

気
度（
体
力
）測
定

※ 

２
日
参
加
が
基
本
で
す
が
、
１

日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

時 　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分

と 

こ
ろ　

ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
２

階　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

対　

象　

65
歳
以
上
の
市
民

定　

員　

先
着
20
人

参
加
費　

無
料

申 

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

４
月

１
日（
木
）か
ら
健
康
増
進
課



22.04.01 (28)

健　
康

健　康
　 妊婦健診の助成回数を拡充
　 予防接種のお知らせ
　 成人歯科健診

  耳より健康コラム

　歯に関して「8020（ハチマルニイマル）運動」
というものがあります。これは、「80歳になっても
20本以上自分の歯を保とう」という運動で、生涯
自分の歯で食事ができることを目ざしています。
　20本以上の歯が残っていれば、固いものでもほ
ぼ満足に噛めることが分かっています。また、高齢
期に自分の歯がたくさん残っている人ほど、活動
的に過ごせ、歯科以外の医療費も少ないという報
告もあります。
　8020 運動の達成者は年々増えています。その
秘訣は、若いころからかかりつけ歯科医を持ち、歯
の定期健診を受ける習慣を持つことです。
　市では、40歳から 10年ごとの節目で 70歳ま
で成人歯科健診を実施しています。かかりつけ歯
科医づくりに役立ててください。
問い合わせ　健康増進課

耳より健康コラム
かかりつけ歯科医をもちましょう

と 　

き　

４
月
１
日
（
木
）
〜
23

年
２
月
28
日（
月
）

対 　

象　

市
内
在
住
で
、
４
月
１

日
〜
23
年
３
月
31
日
に
、
40
・

50
・
60
・
70
歳
に
な
る
人

※ 

誕
生
日
以
前
の
人
も
受
診
で
き

ま
す
。

受 

診
に
必
要
な
も
の　

案
内
は

が
き
か
、
年
齢
・
住
所
を
確
認

で
き
る
も
の
（
健
康
保
険
証
な

ど
）、
健
康
手
帳
（
持
っ
て
い
る

人
の
み
）

費　

用　

５
０
０
円

申
し
込
み　

直
接
市
内
歯
科
医
院

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

成
人
歯
科
健
診

　

歯
周
病
は
む
し
歯
と
違
い
、
進

行
し
て
も
自
覚
症
状
に
乏
し
く
、

異
常
に
気
づ
い
た
と
き
に
は
相
当

進
行
し
、
歯
を
残
し
て
お
く
こ
と

が
困
難
な
場
合
が
よ
く
あ
り
ま

す
。そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
定
期

健
診
が
必
要
で
す
。

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

第
３
期
、
第
４
期
の
Ｍ
Ｒ
予
防

接
種

　

22
年
度
の
、
第
３
期
（
中
学
１

年
生
）、
第
４
期
（
高
校
３
年
生
）

麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
し
ま

す
が
、
５
月
に
な
っ
て
も
通
知
が

届
か
な
い
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対　

象

▽ 

第
３
期
＝
平
成
９
年
４
月
２
日

〜
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

▽ 

第
４
期
＝
平
成
４
年
４
月
２
日

〜
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

接 

種
場
所　

定
期
予
防
接
種
実
施

医
療
機
関（
予
約
制
）

費　

用　

無
料

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

※ 

実
施
医
療
機
関
な
ど
の
詳
細

は
、「
わ
が
家
の
健
康
管
理
」
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

春
は
麻
し
ん
の
流
行
時
期
で

す
。早
め
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

※ 

原
則
は
Ｍ
Ｒ
混
合
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
で
す
が
、
麻
し
ん
・
風
し

ん
の
ど
ち
ら
か
に
か
っ
か
っ
た

人
は
、
か
か
っ
て
い
な
い
方
の

ワ
ク
チ
ン
だ
け
で
も
接
種
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

■ 

個
別
通
知
を
送
り
ま
す

　

定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

を
、
生
後
３
か
月
ご
ろ
に
個
別
通

知
し
ま
す
。生
後
３
か
月
を
過
ぎ

て
も
通
知
が
届
い
て
い
な
い
人

妊
婦
健
診
の

助
成
回
数
を
拡
充

　

４
月
１
日
か
ら
、
妊
婦
健
康
診

査
の
助
成
回
数
が
、
こ
れ
ま
で
の

10
回
か
ら
14
回
に
増
え
ま
す
。

対 　

象　

４
月
１
日
以
降
に
出
産

予
定
の
市
民

助 

成
内
容　

１
回
の
妊
娠
に
つ

き
、
２
５
０
０
円
の
助
成
券
綴

り（
上
限
14
回
）を
交
付

※ 

上
限
額
を
超
え
る
費
用
は
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。

利 

用
で
き
る
医
療
機
関　

府
内
の

産
婦
人
科
が
あ
る
医
療
機
関
、出

産
を
取
り
扱
っ
て
い
る
助
産
所

※ 

22
年
３
月
31
日
以
前
に
母
子

健
康
手
帳
を
発
行
を
受
け
た
人

で
、
出
産
予
定
日
が
22
年
４
月

１
日
以
降
の
人
に
は
、
窓
口
で

妊
婦
健
康
診
査
受
診
券
を
４
枚

追
加
交
付
し
ま
す
。妊
娠
届
出

書
の
情
報
を
も
と
に
、
対
象
と

な
る
人
に
は
個
別
通
知
・
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
が
、
転
入
者
な

ど
連
絡
が
こ
な
い
場
合
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
追
加
交

付
の
手
続
き
に
は
母
子
健
康
手

帳
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課

※各問い合わせ電話番号は、10ページの「電話番号案内」を参照してください。
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児　童　書

図書だより

問い合わせ
倉治図書館（℡   891・1825）、青年の家図書室（℡   893・4881）

一　般　書

ひみつだから！
　ジョン・バーニンガム　岩崎書店
パパとミッポと海の 1号室
　田部智子　岩崎書店
魔法の庭へ
　日向理恵子　童心社
ペネロペのいちにち
　アン・グットマン　岩崎書店
どれにしようかな
　つちだのぶこ　学研教育出版
さるかにがっせん
　山下明生　あかね書房
ふたりでおかいもの
　いとうひろし　徳間書店
学校クエスト
　中松まるは　童心社

捨てちゃえ、捨てちゃえ
　ひろさちや　PHP研究所
感応連鎖
　朝倉かすみ　講談社
中国ゴールドラッシュを狙え
　財部誠一　新潮社
家族の勝手でしょ！
　岩村暢子　新潮社
ロマンチックなカジュアル小もの
　emico　学研パブリッシング
自分をデフレ化しない方法
　勝間和代　文藝春秋
幸田文季節の手帖
　幸田文　平凡社
ボクワ・ココニ・イマス
　梶尾真治　光文社

お知らせ

青年の家図書室の祝日開室
　青年の家図書室は、4月 29日（祝）を開室します。開室時間
は午前 10時～午後 5時です。どうぞご利用ください。

「おだんごぱん」
ロシア民話　　
せたていじ　訳
わきたかず　絵

　おばあさんが、粉
箱をごしごしかい
て集めた小麦粉で
作ったおだんごぱ
ん。窓辺で冷やして
いるうちに、ころこ
ろと逃げ出してし
まいます。うさぎや
おおかみ、くまに食べられそうにな
るたびに、歌を歌って逃げるのです
が、ずる賢いきつねにだまされて…
　有名なロシア民話。いろいろなタ
イトルで絵本化されていますが、中
でもこの本は日本を代表する画家
が描きだすおおらかな絵が魅力で
す。やわらかな色彩で、表情豊かに
描かれるおだんごぱんは、お話の中
で繰り返し歌われる「ぼくは　てん
かのおだんごぱん…」という楽しい
歌のリズムとともに、40年以上も
の間、子どもたちに親しまれてきま
した。
　地味な絵本ながら、子どもたちを
魅了してやまない 1冊です。　

昔話特集

消費者相談
～実家を訪れたら　　　
　　　健康食品だらけ～

問い合わせ
　商工観光課消費者相談コーナー

(℡  891・5003）

　

半
年
ぶ
り
に
、
高
齢

の
親
の
家
を
訪
れ
た

ら
、
健
康
食
品
が
山
積
み
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
未
開
封
で
し

た
。毎
月
１
日
巡
回
し
て
来
る

健
康
食
品
会
社
の
説
明
会
に
行

こ
う
と
、
知
人
に
誘
わ
れ
買
っ

て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

代
金
は
す
で
に
支
払
っ
て
い

ま
す
が
、
解
約
・
返
金
請
求
は

で
き
ま
せ
ん
か
。

　

自
宅
へ
の
訪
問
販
売

で
な
く
て
も
、
短
期
間

の
展
示
会
販
売
な
ど
は
、
特
定

商
取
引
法
の
訪
問
販
売
の
規
制

を
受
け
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
可
能
で
す
。

　

た
だ
、
今
回
は
契
約
か
ら
数

か
月
が
経
過
し
て
お
り
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
で
無
条
件
解
約

と
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

改
正
特
定
商
取
引
法
が
施
行

さ
れ
た
平
成
21
年
12
月
１
日
以

降
の
契
約
で
あ
れ
ば
、
過
量
販

売
を
理
由
に
、
契
約
か
ら
１
年

以
内
は
契
約
の
取
り
消
し
を
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
改
正
法
施
行
以
前

の
契
約
で
し
た
が
、
契
約
者
が

高
齢
の
こ
と
も
あ
り
、
当
コ
ー

ナ
ー
か
ら
事
業
者
に
未
開
封

分
の
買
取
交
渉
を
試
み
ま
し
た

が
、
す
で
に
事
業
者
が
倒
産
し

て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
対
応
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ど
れ
く
ら
い
な

ら
過
量
販
売
と
な

る
の
か
。
法
律
は
「
通
常
必
要

と
さ
れ
る
分
量
を
著
し
く
超
え

る
量
」
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

㈳
日
本
訪
問
販
売
協
会
は
、
健

康
食
品
の
過
量
販
売
の
目
安
と

し
て
、１
年
間
に
10
か
月
分（
１

人
が
使
用
）と
し
て
い
ま
す
。

　

消
耗
品
の
場
合
は
使
い
方
に

個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、
目

安
量
だ
け
で
な
く
、
総
合
的
に

判
断
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。

ＱＡ

助
言
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あ る ば む

AA L BB U M
あ る ば む

むかしあそびに挑戦
　2月 19 日（金）、郡津小学校で「おしえてくださ
い。むかしあそび」の授業が行われ、1年生 4クラ
ス 113人が参加しました。
　昔遊びに詳しい大人 16人が、子どもたちにけん
玉、あやとり、福笑いなどの遊び方を教え、一緒に昔
遊びを楽しみました。
　福笑いでは、初めて遊ぶという子どもたちが多か
ったのですが、簡単なルールをすぐに覚え、大きな
声で笑いながら、楽しんでいました。

環境フェスタ in 交野 2010
　2月 28 日（日）星の里いわふねで
5回目となる「環境フェスタ in 交野
2010」が開かれ、市民ら約 2,700 人
が訪れました。
　会場では、エコチャレンジを合い言
葉に、市民団体・地域・学校・企業・
行政が行っている環境への取り組み
が展示されました。

　子ども向けの自然工作や環境紙芝居などもあり、
大人だけでなく子どもたちも、楽しみながら環境に
ついて学びました。
　ステージでは、アマノンガーショー、環境パネル
ディスカッション、桂三若さんによる環境落語（写
真左）などが行われ、会場を盛り上げました。
　参加者からは「地球温暖化の問題をより身近に
感じることができました」という感想が聞かれまし
た。

行政相談出前教室
　2月 10 日（水）、星田小学校ランチルームで、行
政相談委員による行政相談出前教室が開かれ、6年
生 2クラス 61人が参加しました。
　はじめに、近畿管区行政評価局の山根京子さんが
分かりやすく行政相談の仕事内容などを説明し、次
に、交野市担当行政相談委員の堂野孝さん、大矢揚
一さんが実際にあった相談内容を紹介しました。
　最後に山根さんから、行政相談についての三択ク
イズが出題され、全問正解でプレゼントということ
で、子どもたちは元気に手を挙げていました。
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力いっぱいがんばりました
　2月 20 日（土）、ゆうゆうセンターで、私部保育
園の園児、0～ 5歳児 6クラスの劇遊び、歌、遊戯
などを発表する「生活発表会」が開かれました。
　また、子どもの晴れ舞台を撮影しようと、保護者
もたくさん出席し、客席の後ろには、ぎっしりと三
脚が並びました。
　園児たちは、劇遊びではかわいらしい演技を、歌
では大きな口を開けて、遊戯では楽しい踊りを、最
後の 4・5歳児の合奏では真剣な表情で演奏を披露
しました。

AA L BB U M

男女共同参画フェスティバル
　2月 13 日（土）、ゆうゆうセンターで「輝くトー
ク＆コンサート」が開かれ、500人を超える人が集
まりました。
　前半は、子育て・親学び・家事研究家の紺昌幸さ
んが主夫の体験を話し、紺さんの楽団「フォアフォ
ア」による二胡の演奏がありました。
　後半は、アルパ奏者の上之山幸代さんが、男女平
等（共同）参画の話や演奏を披露し、観客を癒しムー
ドで包み込みました。

内臓の筋肉を使って歌おう
　2月 24日（水）、青年の家でボイストレーニング
特別講座が開かれ、市民ら約 70人が参加しました。
　講師は、合唱指導者として年間 60回以上の講座
を開いている、淀川工科高校グリークラブの高嶋昌
二さん。高嶋さんは「内臓の筋肉を使う」、「頭の上か
ら発声する」、「口の周りの筋肉を鍛える」などの発
声法を紹介し、軽快な関西弁で受講者を指導しまし
た。
　参加者に感想を聞くと「先生の話が面白くて、楽
しい講座でした。これからもこの発声法を続けてい
こうと思います」と話していました。

市内の中学校で卒業式
　3月 12日（金）、市内の各中学校で卒業式が行わ
れ、843人が慣れ親しんだ校舎から巣立ちました。
 　第一中学校では、卒業生 202 人が門出の日を迎
え、卒業生一人ひとりが担任の先生から名前を呼ば
れ、壇上で卒業証書を受け取りました。
　また、在校生との送辞・答辞・歌の中で、今まで
の学校生活を思い出し、涙を抑えきれない卒業生・
在校生の姿も見られました。



　

神
宮
寺
地
区
は
交
野
で
非
常
に

古
い
時
代
か
ら
、
人
間
が
住
ん
で

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
地

区
で
す
。

　

神
宮
寺
遺
跡
か
ら
は
昭
和
29
年

か
ら
30
年
に
か
け
て
、
縄
文
時
代

の
石
の
矢
じ
り
破
片
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
こ
の
遺
跡
か
ら
は
、

後
期
旧
石
器
時
代
を
代
表
す
る
石

器
を
含
む
石
器
が
発
見
さ
れ
て
い

土

神
宮
寺

地
区
編

　

交
野
市
古
文
化
同
好
会
が
、
平
成
20
年
に
交
野
郷
土
史
か
る
た
の
改

訂
版
を
発
刊
し
ま
し
た
。改
定
内
容
は
、
昭
和
53
年
に
刊
行
し
た
か
る

た
の
絵
札
を
そ
の
ま
ま
に
、
読
み
札
と
解
説
文
の
一
部
に
、
最
近
分
か

っ
て
き
た
史
実
を
加
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
、か
る
た
札
を
地
域
別
に
紹
介
し
な
が
ら
、交
野
の
名
所
・

歴
史
を
解
説
し
ま
す
。第
１
回
目
は
、神
宮
寺
地
区
で
す
。

史
め

く

り

郷
ま
す
が
、
主
に
地
表
か
ら
確
認
で

き
る
範
囲
で
の
調
査
で
あ
っ
た
こ

と
や
、
こ
の
時
代
に
関
連
す
る
物

が
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な

い
た
め
、
具
体
的
な
遺
跡
の
性
格

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

神
宮
寺
遺
跡
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ

か
め
る
の
は
、
縄
文
時
代
に
入
っ

て
か
ら
で
す
。建
物
跡
は
発
見
さ

れ
て
い
な
い
も
の
の
、
木
炭
や
灰

の
つ
ま
っ
た
炉
跡
が
5
つ
、
多
数

の
小
石
が
詰
め
込
ま
れ
た
穴
が
1

つ
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。炉
の
中

に
は
、
3
つ
の
石
が
組
ま
れ
、
円

す
い
を
逆
さ
に
し
た
形
の
土
器
を

据
え
て
煮
炊
き
も
の
を
し
た
と
考

え
ら
れ
る
よ
う
な
遺
構
も
あ
り
ま

す
。

　

か
る
た
に
登
場
す
る
土
器
は

尖せ
ん
て
い底

土
器
と
い
い
、
神
宮
寺
遺
跡

か
ら
も
破
片
が
た
く
さ
ん
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
遺
跡
か
ら
は
、
表
面
に
楕

円
形
・
斜し
ゃ
こ
う
し
め
も
ん

格
子
目
文
・
特
殊
菱
形

文
・
市
松
文
な
ど
の
模
様
が
つ
け

ら
れ
て
い
る
土
器
が
出
て
き
ま
し

た
。こ
の
模
様
が
入
っ
た
土
器
は
、

発
見
当
時
は
全
国
に
同
様
の
も

の
が
発
見
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
初
め
て
発
見
さ
れ
た
地
名
を

と
っ
て
、「
神
宮
寺
式
土
器
」
と
名

　

昭
和
29
年
に
神
宮
寺
で
天
平
時

代
（
７
世
紀
の
終
わ
り
か
ら
８
世

紀
の
中
ご
ろ
）
の
礎
石
が
発
見
さ

れ
、
古
代
の
交
野
に
大
き
な
寺
が

栄
え
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
こ
の
礎
石
の
見
つ

か
っ
た
寺
に
つ
い
て
は
、
嘉
吉
元

年
（
１
４
４
１
年
）
に
作
成
さ
れ

た
と
す
る
「
興こ
う
ふ
く
じ
か
ん
む
ち
ょ
う
そ

福
寺
官
務
牒
疎
」

と
い
う
書
物
に
河
内
交
野
郡
の
開

元
寺
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

天
平
時
代
に
開
創
さ
れ
た
開
元
寺

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
興
福
寺
官
務

牒
疎
」
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
研

究
で
、
江
戸
時
代
に
作
成
さ
れ
た

付
け
ら
れ
ま
し
た
。現
在

は
縄
文
時
代
早
期
を
代

表
す
る
土
器
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
全
国
的
に
有
名

で
す
。

　

縄
文
時
代
は
、
河
内
平

野
の
大
部
分
が
海
で
あ

っ
た
こ
ろ
で
あ
り
、
標
高

60
〜
70
㍍
の
高
台
の
神

宮
寺
か
ら
眺
め
る
景
色
は
現
在
の

風
景
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ

っ
た
で
し
ょ
う
。

神宮寺式土器欠片

か
る
た

22.04.01 (32)
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　広報紙での交野郷土史かるたの紹介とあわせて、全 8回に
わたって、かるた札にちなんだ史跡などへの見学会を行いま
す。歴史民俗資料展示室の歴史解説ボランティアと一緒に、市
内の歴史散策に出かけてみませんか。
と　き　5 月 28日（金）午前 9時 30分～正午
コ ース　神宮寺地区・教育文化会館　　⇨ 源氏の滝　　⇨ ほ神宮寺地区・教育文化会館　　⇨ 源氏の滝　　⇨ ほ神宮寺地区・教育文化会館　　⇨ 源氏の滝　　⇨ 神宮寺地区・教育文化会館　　⇨ 源氏の滝　　⇨ 
神宮寺　　⇨ 石仏の道
定　員　先着 30人
参加費　100円（資料代・保険代）
申 し込み・問い合せ　4月 20日（火）午前 9時から文化財事
業団（℡   893・8111）

そ神宮寺地区・教育文化会館　　⇨ 源氏の滝　　⇨ 

偽
文
書
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
も
信
ぴ
ょ
う

性
が
疑
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
江
戸
時
代
に
は
、
開

元
寺
と
い
う
天
台
宗
の
寺
院
が
源

氏
の
滝
の
口
に
あ
り
、
明
治
時
代

に
廃
寺
と
な
っ
た
こ
と
は
様
々
な

資
料
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

も
し
か
す
る
と
、「
興
福
寺
官
務

牒
疎
」
は
、
こ
の
江
戸
時
代
の
開

元
寺
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
天
平
時

代
の
寺
院
を
開
元
寺
と
し
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
交
野
山
上
に
、
岩
倉
開

元
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
は
、
平
安
時
代

に
交
野
山
上
に
大
き
な
寺
院
が
栄

え
た
こ
と
か
ら
、「
興
福
寺
官
務
牒

疎
」
に
書
か
れ
て
い
る
開
元
寺
が

交
野
山
上
に
移
り
、
岩
倉
開
元
寺

と
な
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

開
元
寺
自
体
の
信
ぴ
ょ
う
性
が
疑

わ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
も
詳
し

い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

享
和
元
年（
１
８
０
１

年
）
に
編
纂
さ
れ
た
「
河

内
名
所
図
会
」に
開
元
寺

に
あ
っ
た
滝
な
の
で「
元

寺
の
滝
」と
名
付
け
ら
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、そ
の
落
下
す
る

姿
が
白
旗
の
ご
と
く
美

し
か
っ
た
の
で
、源
氏
の

白
旗
に
な
ぞ
ら
え
て「
源
氏
の
滝
」

と
な
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

宝
形
造
り
と
は
、
隅
っ
こ
の
棟

が
中
央
に
集
ま
る
形
式
の
屋
根
の

こ
と
で
、
滝
そ
ば
に
あ
る
宝
形
造

り
の
小
堂
は
江
戸
時
代
か
ら
の
滝

の
籠
り
堂
で
す
。

　

明
治
36
年
京
都
・
妙み
ょ
う
し
ん
じ

心
寺
の
末

寺
・
宜ぎ
し
ゅ
ん
い
ん

春
院
を
移
し
、
そ
れ
ま
で

の
本
堂
を
不
動
堂
と
し
ま
し
た
。

　

昭
和
の
初
期
に
は
「
滝
の
不
動

さ
ん
」
あ
る
い
は
、
不
動
像
が
焼

　

岩
倉
開
元
寺
は
、
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
、
鎌
倉
・
室
町

時
代
に
二
度
火
災
に
遭
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
こ

の
火
災
の
た
め
、
衰
亡
し
て

い
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

岩
倉
開
元
寺
に
続
く
参
道

に
は
様
々
な
石
仏
が
造
ら
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
が
石
仏
の
道
で
、

鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の

石
仏
群
5
点
が
市
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
元
寺
と
い
う
名
称
は
別
と
し

て
、
神
宮
寺
に
天
平
時
代
創
建
と

推
定
さ
れ
る
寺
院
が
あ
り
、
交
野

山
に
は
鎌
倉
・
室
町
時
代
に
、
山

岳
仏
教
寺
院
が
あ
っ
た
こ
と
は
事

実
で
す
。こ
れ
か
ら
の
調
査
研
究

で
寺
院
名
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

発
見
さ
れ
た
礎
石
は
現
在
、
教

育
文
化
会
館
の
前
に
置
か
れ
て
い

ま
す
。

　

交
野
山
麓
の
断
層
が
、
流
水
の

侵
食
作
用
を
受
け
て
滝
と
な
っ
た

の
が
、源
氏
の
滝
で
す
。

～歴史解説ボランティアと学ぶ交野の歴史 パート３～
け
て
い
る
こ
と
か
ら「
焼
け
不
動
」

と
い
っ
て
親
し
ま
れ
、
訪
れ
る
人

の
多
い
交
野
の
名
所
と
な
り
ま
し

た
。

　

交
野
郷
土
史
か
る
た
は
、
文
化

財
事
業
団
事
務
所
と
、
教
育
文
化

会
館
で
1
部
１
０
０
０
円
で
販
売

し
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
、
友
人
同
士
で
か
る
た

取
り
遊
び
を
し
な
が
ら
、
故
郷
交

野
の
歴
史
に
つ
い
て
再
発
見
し
て

く
だ
さ
い
。

かるた
歴史ウォーク

宜春院

し神宮寺　　⇨ 石仏の道
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消費者相談（消費生活専門相談員）
　 平日 9時 30分～正午と 13時～ 16時、市役所本館 2階（℡
891・5003）
就労支援相談（就労支援コーディネーター）
　 毎週月・火・木・金曜日 10時～正午と 13時～ 16時、市役
所本館 2階（℡ 892・0121）
※問い合わせ　商工観光課（℡ 892・0121）
心配ごと相談（民生児童委員）
　第 1・3水曜日 14時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉協議会（℡ 893・6400）
園芸相談（農とみどり課職員）
　第 3木曜日 13時～ 16時、市役所別館
※問い合わせ　農とみどり課（℡ 892・0121）

法律相談（弁護士、予約制）
　 毎週月曜・木曜日14時～16時、市役所別館、定員4人
【 法律相談の予約は相談日の1週間前（休日の場合はその翌日）
の9時30分から電話で市長公室（℡892・0121）】
土地建物相談（不動産鑑定士）
　13日（火）午後1時30分～4時30分、市役所別館
税相談(税理士)
　21日(水)13時～15時、市役所別館
行政相談（総務省行政相談委員）
　10日（土）13時30分～16時、星田出張所
　16日（金）13時30分～16時、市役所別館
相続・遺言相談(行政書士)　
　28日(水)13時～15時、市役所別館
年金なんでも相談（特定・社会保険労務士）
　27日（火）13時～16時、星田出張所
※問い合わせ　市長公室広聴広報担当（℡ 892・0121）

教育相談（教育相談員）
　平日 10時～ 16時、長宝寺小学校内教育センター
※問い合わせ　教育センター（℡ 892・8203）
進路選択支援相談（進路選択支援相談員、要電話連絡）
　平日15時～17時、市役所本館2階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
こども相談（家庭児童相談員）
　平日 9時～ 17時 30分、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）
子育て支援相談（保育士・職員）

▽  月～金曜日 9時～ 17 時 30 分、交野市地域子育て支援セン
ター（私部 2－ 29－ 5　青年の家横　℡ 810・8270）

▽  来所＝毎週火・水・木曜日 13 時～ 16 時、電話＝平日 9時
～ 17 時、星田地域子育て支援センター（星田 3－ 10 － 8

心身障がい者福祉相談（身体・知的・精神障がい者相談員）
　 （身体）第1・3水曜日（知的）第1・2水曜日、（精神）第3水曜日、
第 3金曜日、いずれも 13時～ 16時、ゆうゆうセンター

障がい者（身体・知的・精神）でんわ相談（社会福祉士、精神保健福祉士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分
障がい者相談支援センター「てら、サポ」（社会福祉士）
　毎週月・金曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
地域活動支援センター「みのり」（精神保健福祉士）
　毎週水曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
障がい者相談支援センター「かたの」（ピアカウンセラー）
　毎週火・木曜日 10時～ 16時、ゆうゆうセンター
※問い合わせ　障がい福祉課（℡ 893・6400　℻ 891・6241）
高 齢者福祉相談（保健師、看護師、社会福祉士、福祉のなんでも相談
窓口〈コミュニティソーシャルワーカー）
　 平日 9時～ 17 時 30 分、ゆうゆうセンター内地域包括支援
センター

※ 問い合わせ　地域包括支援センター（℡ 893・6426）、社会
福祉協議会（℡ 895・1185）

でんわ健康相談（保健師・看護師・栄養士）
　平日 9時～正午と 13時～ 17時 30分（℡ 893・6405）
※問い合わせ　健康増進課（℡ 893・6405）
母子相談（母子自立支援員）
　 毎週金曜日 9時～正午と 13時～ 16時 30分、ゆうゆうセン
ター、事前に連絡してください。

※問い合わせ　社会福祉課（℡ 893・6400）

女性のための相談（女性相談員、予約制）
　 7日（水）14時～16時30分、市役所別館2階、相談室、定員3人。
予約は電話で市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）
人権擁護委員による相談
　15日（木）14時～16時、市役所本館2階
人権なんでも相談（人権相談員）
　月・水・金曜日 10時～正午、市役所本館２階
※問い合わせ　市長公室人権政策担当（℡ 892・0121）

星田保育園内　℡ 860・7193）
育児相談（副園長・主任保育士）
　毎週火・水・木曜日 13時～ 15時、倉治保育園
※問い合わせ　倉治保育園（℡ 891・1116）
でんわ育児相談（園長補佐・主任保育士）
　毎週水曜日　あまだのみや幼児園（℡ 892・1351）
　毎週木曜日　あさひ幼児園（℡ 892・0206）
　毎週金曜日　くらやま幼児園（℡ 892・8433）
　いずれも 13時～ 15時
※問い合わせ　各幼児園

4 月の相談室
※いずれも土曜（行政相談を除く）・日曜日と休日を除きます。

粗大ごみ予約受付センター（℡891・5
ごみなし

374　午前9時～午後4時）
※間違い電話が多発しています。電話番号は正確にお願いします。

資源ごみ・粗大ごみ　月 1回普通ごみ（生ごみなどの可燃ごみ）　週 2回

収集地区 7日（水）14日（水）21日（水）28日（水 )

幾野・倉治・東倉治・
神宮寺・寺・寺南野・
森・森北・森南・傍示

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

天野が原町・郡津・
藤が尾・梅が枝・松
塚・私部 4丁目一部

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

私部(一部を除く)・私
部南・私部西・青山・向
井田・私市・私市山手

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌など

可燃粗
大ごみ

不燃粗
大ごみ

星田・星田北・星田西・
南星台・妙見坂・
妙見東・星田山手

不燃粗
大ごみ

空缶・
空びん
など

新聞・
雑誌な
ど

可燃粗
大ごみ

曜日 収　集　地　区

月
・
木

倉治・東倉治・神宮寺・郡津・森・森北・森南（私市の一部を含む）・
幾野・天野が原町・青山・向井田・行殿・浜の池・梅が枝・松塚・寺・
寺南野・私部西・駅前住宅（私部 4丁目・私部長砂町）・傍示

火
・
金
私市・私市山手・私部（一部を除く）・私部南・南星台・藤が尾・
星田・星田北・星田西・星田山手・妙見坂・妙見東

月 火 水 木 金

収集
地区

藤が尾・
妙見坂・
妙見東・
私市・私
市山手

幾野・梅が
枝・私部西・
郡津・松塚・
私部 4丁目
一部

天野が原町・
私部（一部を
除く）・私部南・
寺・寺南野・森・
森北・森南

星田・星田
北・星田西・
星田山手・
南星台・傍
示

青山・倉
治・東倉
治・神宮
寺・向井
田

ペットボトル・プラスチック製容器包装（廃プラ）　週 1回

4 月のごみ収集日
問い合わせ　環境事業所（℡ 892・2471）

▽ごみはきっちり分別し、決められた日の午前 8時 45 分までに決められたところへ出してください。

▽      可燃粗大ごみ（＝燃える粗大ごみ・1か月 4点以内）、不燃粗大ごみ（＝燃えない粗大ごみ・1か月 4点以内）は、粗大ごみ
予約受付センターへ申し込みが必要です。月～金の祝日も受付を行っています。受付期間は各収集日の 1か月前～ 1週間
前です。（詳しくは「交野市ごみ出しマニュアル」をご参照ください。）

▽持ち込み粗大ごみ（有料分）は、水・土・日曜日を除く午前 9時～午後 3時 30 分に環境事業所で受け付けています。
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  会員募集　●●●

藤が尾カラオケ同好会
　毎週月・火
曜日午後 8時
～10時、藤が
尾会館。心身共
にリラックス。
大声を出し健
康維持に努めませんか。遊びに
きてください。入会金1,000円。
月会費2,000円。［問］上門さん
（℡   894・3716）

社交ダンス　ウェルカム
　毎週火曜日午後 7 時 30 分
～ 8時 30 分、ゆうゆうセンタ
ー 4 階多目的ホール。コーチ
は関西外大出身競技選手。春だ
から、心も体も若々しく！入
会金・体験レッスン無料。月会
費 4,000 円。［問］樋渡さん（℡  
891・2770）

ぴよぴよクラブ♪親子リトミック
　毎月火・木曜日青年の家、水
曜日いきいきランド交野、金曜
日ゆうゆうセンター。いずれも
午前中。大人気サークル、音感
遊び。10 か月～ 4 歳。講師は

バレエ協会ピアニスト。入会
金 1,000 円。会費 800円。体験
無料。［問］橋本さん（℡   893・
6563　e-mail:ryo_jun@k.vodaf
one.ne.jp）

大正琴弾きましょう！和琴会
　月 2回①第 1・3火曜日、青
年の家②第 1・3水曜日、いき
いきランド交野③第 2・4 水
曜日、交野会館。いずれも午前
中。初心者から経験者まで。懐
かしい曲を弾いて楽しみまし
ょう！ お気軽にどうぞ。月会
費 3,000 円。［問］小澤さん（℡  
894・0667）

輪になって♪親子リトミック！
　4 月開講。毎月第 2・4 火曜
日①午前 11 時～、青年の家②
午後 1時～、星田西体育施設。
各 50 分。2～ 3歳児の親子各
10 組募集。歌って・踊って・
見て・聴いて、豊かな心を育て
ましょう。月会費 2,000 円。詳
しくはお電話で。［申・問］小澤
さん（℡   894・0667）

カラオケサークル美樹
　〈青年の家〉第 2・4火曜日男
性、第 1・3 火曜日女性。〈星田

会館〉第 1・3水曜日男性、第 2・
4 水曜日女性。午後 1時 30 分
～。新曲を覚え歌いませんか。
入会金 1,000 円。月会費 2,500
円（教材費含む）。ほかの会場も
あります。まずは無料体験見学
にお越しください。［問］荒井さ
ん（℡   891・9757）

交野社交ダンス同好会　水曜会
　毎週水曜日午後 6時 25分～
（初級）、ゆうゆうセンター4階。
指導は元 A級プロ藤戸哲仁さ
ん。見学および無料体験あり。
入会金 2,000 円。月会費 3,500
円。［申］直接会場［問］久保田さ
ん（℡   892・5112）

アンサンブル・ポピー
　毎週木曜日
午前 10 時～
正午、青年の
家 302 号室。
心と体のリハ
ビリに。みん
なで楽しくハモると気分すっき
り！歌うのが大好きな方男女
を問わず大歓迎。指導は野田房
子さん。入会金 1,000 円。月会
費 3,000 円。［問］竹本さん（℡  
891・5265）

K．L．ネットワーク婦人学級
　6月から開催する教室の受講生を募集します。
とき・内容　下表のとおり
ところ　青年の家（茶道教室は武道館）
対　象　市内在住・在勤の女性
定　員　各教室 20人
受講料　1万 1,000 円（10か月分）
［申 ・問］4 月 30日（金）までに木内さん（℡   891・4025）か、
山本さん（℡   891・6833）
教室名 と　き 時　間 講師（敬称略）

茶道（煎茶） 第 2・3木曜日 9:30 ～ 12:00 鵜飼柳交
書道 第 2・4水曜日 10:00 ～ 12:00 井戸清泉
はじめての英会話 第 1・3火曜日 10:00 ～ 12:00 大橋あや子
絵手紙 第 3土曜日 10:00 ～ 12:00 今西進
墨絵 第 3土曜日 13:00 ～ 15:30 今西進
絵だよりと墨彩 第 2金曜日 13:00 ～ 15:00 美帆秀映
苔玉作り 第 2・3火曜日 13:00 ～ 16:00 下温湯清治

廃油（食用油）の回収
と 　き　4月 17日（土）午前９時 30
分～ 10時 30分（時間厳守）
※偶数月の第３土曜日に実施
回収場所
市役所（北側） 天野が原会館
青山集会所 松塚ふれあい館
梅が枝集会所 行殿団地内
幾野集会所 倉治公民館
寺集会所 青葉台自治会館
私市山手自治会館 藤が尾ふれあい館
星田山手自治会館 星田市民センター
妙見坂自治会館 星田会館
倉治２ー 18ー６（古川宅前）
私市 7ー 2ー 26（山口宅前）
私市 2－ 31－ 5（杉本宅前）
星田西体育施設 1階駐車場
※ 天かす、水は入らないようにし、空
容器は各自で持ち帰りください。

［問 ］消費生活問題研究会の代永さん
（℡   892・8568）
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  催　　し　●●●

はなきんくらぶ
　4月2日（金）・
23日（金）午後
1 時 30 分（ 開
場）～ 4 時、ホ
ーム明星（星田
8 － 6 － 7）。
カラオケ・囲
碁・将棋など。対象は市内在住
の 60 歳以上の人。参加費無料
（喫茶は有料）。主催は（社福）
豊年福祉会。［問］浜崎さん（℡  
894・1798）

映画「いのちの山河」上映会
　4月 3日（土）①午前 10時～
②午後 1時 30 分～、ゆうゆう
センター交流ホール。上映協力
券一般 1,200 円、シニア 1,000
円、小中高 800 円。交野市後
援。［問］「いのちの山河」交野
上映実行委員会の吉井さん（℡  

893・4067）

社交ダンスパーティー
　4 月 4 日（日）午後 1 時 10
分～ 4時 10 分、ゆうゆうセン
ター 4階多目的ホール。学生リ
ボン待機めぐり合い、ミニデモ
有り。茶菓子付。会費1,000 円。
［問］岩明さん（℡   867・8864）

染花（アートフラワー）作品展
　4月 7日（水）午後 4時から
21 日（水）正午まで。青年の家
ロビー。下半期研修作品です。
［問］染花フランボワーズの中
駄さん（℡   892・6458）

サウンド会　社交ダンス交流会
　4月10日（土）、
25日（日）午後 1
時 5 分～ 4 時 15
分、ゆうゆうセン
ター多目的ホー
ル。抜群の選曲に
男女バランスも良！存分に踊
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れます。茶菓子、コーヒーにフ
ルーツも有。会費 800 円。［問］
畑 中 さ ん（ ℡   090・4648・
1775）

2010・歌唱発表＆カラオケ大会
　4月 11日（日）午前 10時（開
演）、星の里いわふね。ゲスト歌
手小野和子さん来演。ご来場先
着 100人に粗品進呈。お花ほか
多数景品が当たるお楽しみ抽選
会もあります。入場無料。主催
はカラオケサークル美樹。［問］
荒井さん（℡   891・9757）

第11回チャリティーコンサート
　4月 11 日（日）午後 0時 30
分～、ゆうゆうセンター多目的
ホール。合唱・器楽・ジャズ演
奏など。参加協力費 1,000 円。
スリランカの紅茶・お菓子・
地域作業所のクッキー付。外
国・作業所の模擬店あり。［問］
長谷川さん（℡   090・9868・
7486）
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び、陶芸、町並み散策、ホタル鑑
賞、おにぎり作りなど。対象・
定員は小学 2年～ 5年、20人。
会費 5,000 円（半年全 10 回）。
［申・問］4 月 4日（日）から加
堂さん（℡   857・8116）

書道（俳画）・パッチワークサークル
　書道（俳画）サークル＝毎月
第 1土曜日（1月はなし。5月
と 10 月は第 2土曜日、展示活
用室）。パッチワーク＝毎月第 3
土曜日。いずれも午前 10 時～
午後 4時、ゆうゆうセンター団
体共用ルーム。対象は市内在住
の母子家庭・寡婦家庭の人。定
員は 20人。参加費無料（教材費
は実費）。［申・問］菅野さん（℡  
892・1284　午後 7時以降）

男のグルメ　第 20期生
　毎月第 3土曜日（7回コース、
8月はのぞく）。1回目は 5月
15日（土）午後 1時～、ゆうゆ
うセンター調理実習室。定員
20人程度。会費 2万円（全 7回
分、エプロン代含む）。［申・問］
4 月 25日（日）までに谷河さん
（℡   893・1339）

ソフトバレー　さくら
　第 1・2 日曜日交野小学校、
第 3・4土曜日岩船小学校、午
後 2時～ 5時。さわやかな汗を
流しませんか。初心者歓迎。連
絡待ってま～す！入会金無料。
月会費 1,000 円。［問］石川さん
（℡   090・4499・5491）

交野社交ダンス同好会（土曜）
　毎週土曜日午後1時～2時（初
級：2,500 円）、2時～ 3時 30
分（中級：3,500円）、ゆうゆう
センター、星田出張所。楽しい社
交ダンスを始めませんか。プロ
男女講師が親切に指導します。
見学自由。入会金2,500円。［問］
福田さん（℡   892・3949）

交野市卓球連盟
　毎週日曜日（土曜日）午後 1

時 ～ 3
時、いき
いきラン
ド交野。
日時変更
あり。卓
球教室練
習生（小学生）募集！ 対象は市
内在住の小学生、若干名、入会
金無料。年会費 5,000 円。［申・
問］4 月 30日（金）までに新居
さん（℡  ・℻   891・3216）

鉛筆デッサン入門
　毎月第 1・3日曜日午後 1時
～3時、星田市民センター2階。
初めての方も気軽に楽しく描け
る鉛筆デッサン教室。見学自由。
入会金無料。月会費 3,000 円。
［申・問］奥田さん（℡   090・
3872・1104）

交野俳句会
　毎月第1日曜日午後1時～ 4
時、青年の家 204 号室。講師は
NHK学園俳句指導の藤崎実さ
ん。初めての方歓迎。見学随時。
会費6,000円（6か月）。［申・問］
上田さん（℡   893・3346）

アーチェリー初心者教室開催
　4月 24日（土）～ 5月 23日
（日）の土・日曜日午後 1時～
3時、交野自立センター敷地内
多目的広場（寺 4-590-1）。中高
年の星募集！個人指導。車椅子
可。道具無料貸与。受講料無料
（傷害保険 1,000 円）。［申・問］
堀内さん（℡   397・０247）

交野市剣道連盟
　交野市剣道連盟では元気な
子ども・大人の入会を待ってま
す。青山剣誠会、交小・旭剣友
会、旭小・少年剣友会、郡津小・
剣協岩船倉治、岩小倉小・剣協
藤が尾・藤小、剣協星田、星小・
妙見剣志会、妙小。稽古日、時間、
入会金、会費などはお問い合せ
ください。［問］事務局の石倉さ
ん（℡   892・0219）

中国語入門コース
　4月 8日（木）～ 6月末まで
の毎週木曜日午後 3時 15分～
4 時 45 分、交野会館（郡津駅
前）。初めて学ぶ方。講師は中国
人婦人。全 12 回で 1 万 5,000
円。［申・問］交野市国際交流
協会（℡   894・1113 月 ～ 金
曜日の午前 9 時～午後 5 時　
http://www2.ocn.ne.jp/̃kifa/）

新日本婦人の会「親子リズム」
　毎週金曜日午前 10 時～正
午、ゆうゆうセンターと地域の
会場。リズム体操や手遊び、ゲ
ームなど。1 歳半～就園前の
幼児。講師はリズムリーダーグ
ループ。入会金 100 円。月会費
1,100 円。［申・問］吉田さん（℡  
892・8838）

新日本婦人の会「赤ちゃん小組」
　毎月第 1・3・4 金曜日午前
10時 15分～正午、ゆうゆうセ
ンター。赤ちゃん体操・マッサ
ージ・絵本の読み聞かせなど。
対象は 3か月～ 1歳半の乳幼
児。定員 20人。入会金 100 円。
月会費 1,000 円。［申・問］小阪
さん（℡   891・4632）

交野女声合唱団
　毎週金曜日
午 後 6 時 30
分 ～ 8 時 30
分、青年の家音
楽室。コーラ
スを始めてみ
ませんか。歌
の好きな方ならどなたでもOK
です。入会金 2,000 円。月会費
3,000 円。［申・問］奥田さん（℡  
090・3846・0191）

ウェルネス土曜塾（体験学習）
　4～ 9月の第 2・4土曜日午
前 9時 30 分～正午、市内公共
施設、サプリ村野ほか。昔の遊

  会員募集　●●●
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［問］＝問い合わせ　［申］＝申し込み　℡  ＝電話番号　℻  ＝ファクス番号 の略です

みんなのページ

森の教室タンポポを調べよう！
　4月 29日（祝）午後 1時～ 4
時、大阪市立大学理学部附属植
物園。大阪市立大学の伊東明さ
んを講師に迎え、子どもも大人
も一緒に植物園や周辺のタンポ
ポを調べましょう。参加無料。
入園料 350円。［問］植物園の岩
田さん（℡   891・2059）

星降る里のこと調べコンサート
　5月 16 日（日）午後 2時 30
分（開演）、天の川明星（藤が尾
2－ 5 － 22）。曲目は、さくら
さくら・千鳥の曲千鳥幻想・凛。
楽しいお話と筝の音色をお聞
きください。入場料 2,000 円。
［問］笠井さん（℡   893・3938）

第 14回チャリティ歌謡発表会
　6月 20日（日）午前 9時 30
分（開場）～午後6時、ゆうゆう
センター4階交流ホール。ビク
ターレコード京いみこさんを中
心に歌謡発表。定員 150 人程
度。入場無料。主催は京いみ子後
援会。カラオケ教室にもどうぞ。
［申・問］5月9日（日）までに京
いみ子事務所（℡   825・2361）

善意銀行
　社会福祉協議会の善意銀行に
預託していただきました。

▽松塚の岡本功さんから3万円

  善　　意　●●●

  大会結果　●●●

　2月 18 日（木）、交野私住会・プルタブ回収運動推進協議
会（代表幹事：西井清美さん）から、社会福祉協議会に車いす
が寄贈されました。
　同会は、平成 12年から活動を始め、今回で 2回目の寄贈と
なり、今回の寄贈のために、800 ㌔以上のプルタブ（約 240
万個、軽自動車 5台分）を集めました。
　贈られた車いすは、社会福祉協議会の車いす貸出事業に活
用されます。

第22回体育協会長杯インディアカ大会
　2月 21 日（日）、いきいきラ
ンド交野メインアリーナで、
13 チームが参加して行われま
した。上位の成績は次のとおり。
敬称略。
①  ZERO：東博子、中嶋左英美、
古久保智子、中西浩子

② 星田ピーチ：藤本美知、門脇
直美、松田照子、諸間操

  ハイキング●●●

黄色のつつじ群生地　三尾山
　4 月 11 日
（日）午前 7時
40 分、JR 大
阪駅中央改札
口前集合。緑
の 会 旗 が 目
印。福知山線
黒 井 駅 － 登
山 口 － 三 峰
－三尾山－佐
中峠－黒頭山－東中バス停－
黒井駅。行程約 10 ㌔。交通費
約 4,000 円。参加費 300 円。
要申込。［申・問］岩本さん（℡  
892・0167）

馬美公園（奈良河合町）
　4月 24 日（土）午前 7時 55
分河内磐船駅集合。京田辺－新
田辺－田原本－池部－馬美公
園－ナガレ山古墳－図書館－
かつらぎの道－五位堂駅。一般
向き 7㌔。参加費 200 円。交通
費 1,600 円。［問］鶴園さん（℡  
891・6002）

三上山（木津川市）473 ㍍
　5月8日（土）午前7時55分、
河内磐船駅集合。小雨決行。木
津－棚倉－三上山－海住山寺－
加茂駅。やや健脚向き 13㌔。参
加費 200 円。交通費 1,500 円。
［問］鶴園さん（℡   891・6002）

　2月 23 日（火）、こども株式会社「スマイル」から、枚方宿
くらわんか五六市でのお汁粉・雑貨販売の収益の一部として
3,130 円を交野市に寄附していただきました。
　この会社は、小学生が模擬株式会社を設立し、会社運営を体
験する北大阪商工会議所の起業教育プログラム「こども株式会
社　ジュニアエコノミーカレッジ」により、交野小学校の（写
真右から）中本明里さん、平井名茉佑さん、原田悠未さん、河道
萌々子さん、永井杏奈さんにより設立されました。

プルタブを集めて車いすを寄贈

こども株式会社が収益金を寄附
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人口と火災・救急編集手帳
2 月末の市の人口（前月比）

人　口 79,063 人 （＋ 123）
男 38,454 人 （＋ 120）

女 40,609 人 （＋  　3）
世帯数 30,736 （＋ 190）

2 月の火災と救急
火災 ５件 救急 179件

※ 毎月 1日の正午、点検のため消防
サイレンを鳴らします。
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丹水会（水彩画）展覧会
　4月 13日（火）～ 18日（日）
午前 9時 30 分～午後 4時 30
分、青年の家 1 階ロビー。18 
日は午後 4時まで。会員の作品
を展示いたします。入場無料。
主催は丹水会。［問］丹野さん
（℡   892・6807）

あしたへ！
　4月 15 日（木）午前９時 30
分～正午、いきいきランド交野
控室（1階小会議室 2）。育てに
くい、扱いにくいなど気にかか
る子どものいる方、日ごろの不
安や悩み、これからの事など一
緒に話しませんか？飲食持参
で。参加費 100 円。［問］中野さ
ん（℡   891・9040）

植物観察会「サクラ」
　4 月 17 日
（土）午後 1
時 30 分～ 2
時 30 分、大
阪市立大学理
学部附属植物
園。雨天中止。
園内の桜山には約 50品種 210
本のサクラがあり 5月初旬ま
で咲きます。当日は植物園教員
がわかりやすく解説します。入
園料 350円（中学生以下無料）。
［問］同植物園（℡   891・2059）

憲法とくらしを考える会
　4 月 17 日（土）午後 2 時～

4時、ゆうゆうセンター 2階体
験学習室。「憲法改正と国民投
票法」について、5月の施行を
迎えるにあたり、弁護士の中北
龍太郎さんにお話を伺います。
参加費 500 円。［問］辻さん（℡  
821・9696）

行政書士による日曜無料相談会
　4 月 18 日（日）午後 1 時～
3時、ゆうゆうセンター。遺言・
相続、内容証明・示談書の作成
など。無料、予約不要。［問］行政
書士会枚方支部の高田さん（℡  
893・7056）

音夢サロンVol.3
　4月 18日（日）午後 2時～ 4
時 30 分、青年の家 302。おし
ゃべりしながら楽しくクラシ
ックを演奏しあいましょう。伴
奏が必要な方や聴くだけの参
加もOKです。お気軽にご参加
ください。参加費 500 円。主催
は音夢の会。［問］中道さん（℡  
895・5135）

ハイチ地震緊急援助　現地報告
　4月 18日（日）午後 3時、ボ
ランティアセンター会議室。医
療チーム看護師の活動報告。引
き続き「青年海外協力隊募集ミ
ニ説明会」in 交野を開催しま
す。要申込。［申・問］長谷川さ
ん（℡   090・9868・7486）か、
かがわさん（e-mail:maki-genki.
waowao@ezweb.ne.jp）

包丁・ハサミ研ぎ
　4月 21 日（水）、22 日（木）

午前 10時～正午（受付）、市役
所別館西側。切れなくなった包
丁、ハサミ有料で研ぎます。偶
数月第 3水・木曜日実施。［問］
交野消費生活問題研究会の代永
さん（℡   892・8568）

きらきら☆ファミリーコンサート
　4 月 24 日（土）午前 11 時
開演（15 分前開場）、青年の家
301。フルートやヴァイオリン
の演奏でアニメメドレーやク
ラシックを。参加コーナーもあ
ります。親子でお楽しみくださ
い。参加費 1家族 800 円。主催
は音夢の会。［問］辰己さん（℡  
396・6593）

みんなでクラシック
　4月 25 日（日）午後 2時～、
菅原生涯学習市民センター（枚
方市長尾元町 1－ 35－ 1）。赤
ちゃんから大人の方まで楽しん
でいただける枚方演奏家クラ
ブのクラシックコンサート。大
人 1,000 円、小学生以下 500
円。［問］三島さん（℡   050・
3318・6058）

嵐ヶ丘絵画展
　4 月 27 日
（火）～ 5 月
2 日（日）午
前 9 時 ～ 午
後4時30分、
青 年 の 家 1
階ロビー。初
日は午後 1時から。子ども・一
般合わせて約 50 点。［問］廣岡
さん（℡   891・2219）
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天野川左岸の「天野川緑地」にて
　この爛漫と咲き誇る桜と菜の花の地は、隣接す
るフィットネス広場と同時に平成 6年に開設した
市民憩いの場です。
　春は菜の花と桜、秋はコスモスと樹木のコント
ラストが美しく、歩行者の心を和ませてくれます。
　この場所も、事情により荒廃が長く続きました
が、ボランティア活動により、本当の花園として甦
りました。この美しい花園をいつまでも守り続け
てもらいたいと願うばかりです。

ふるさとの四季 協力：かたの写真同好会

交野高校横から「いきいきランド交野」を望む
　今月から 1年間、「ふるさとの四季」と題して、私たち「かたの写真同好会」が、交野の四季にまつわるいろいろ
な風景、風物などを、写真とともに紹介します。
　4月は、交野市の木である「桜」を題材に、交野のシンボルの一つとも言える、いきいきランド交野のドームを
配した構成の写真ができないかと考え、晴れた日に神宮寺から森南に至る山側の道を歩き、写真を撮りました。

　この爛漫と咲き誇る桜と菜の花の地は、隣接す

市民憩いの場です。
　春は菜の花と桜、秋はコスモスと樹木のコント

　この場所も、事情により荒廃が長く続きました


